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（
八
七
） 

楽
器
の
音
を
写
す
擬
音
語
（
２
）
―
近
世
・
近
現
代
― 

 

山 

口 

仲 

美
＊  

 

一 

は
じ
め
に 

 

す
で
に
、
私
は
「
楽
器
の
音
を
写
す
擬
音
語
―
古
代
・
中
世
―
」
の
論
を
『
埼

玉
大
学
紀
要
（
教
養
学
部
）』（
五
二
巻
二
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
）
に
書
い
て
い

る
。
そ
の
論
で
は
、
奈
良
時
代
か
ら
室
町
時
代
ま
で
の
楽
器
の
音
を
表
す
擬
音
語

の
推
移
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
こ
の
稿
は
、
そ
の
つ
づ
き
で
あ
る
。 

奈
良
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
ま
で
、
楽
器
そ
の
も
の
は
出
現
す
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
音
を
写
す
擬
音
語
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
室
町
時

代
に
な
る
と
、
狂
言
に
突
出
し
て
楽
器
の
音
を
表
す
擬
音
語
が
出
現
し
て
き
た
。

し
か
も
、
そ
の
擬
音
語
は
、
旋
律
や
奏
法
を
口
で
唱
え
て
暗
記
す
る
た
め
の
楽
譜

を
ふ
ま
え
た
長
い
も
の
が
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
鼓
、
太
鼓
、
笛
、
鉦
と
い
っ
た

複
数
の
楽
器
の
音
を
盛
り
込
ん
だ
賑
や
か
な
も
の
が
目
立
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た

擬
音
語
が
、
狂
言
で
は
、
観
衆
の
笑
い
を
と
る
た
め
に
必
要
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

で
は
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
楽
器
の
音
を
写
す
擬
音
語
は
ど
う
な
る
の
か
。

そ
し
て
、
明
治
時
代
以
降
の
近
現
代
で
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
を

あ
き
ら
か
に
す
る
の
が
、
こ
の
稿
の
目
的
で
あ
る
。 

二 

江
戸
時
代
は
、
楽
器
の
音
が
あ
ふ
れ
て
い
る 

江
戸
時
代
で
は
、
楽
器
の
音
を
写
す
擬
音
語
が
、
他
の
時
代
に
抜
き
ん
出
て
多
用

さ
れ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
は
、
す
で
に
見
当
が
つ
い
て
い
た
。
拙
稿
「楽
器
の
音
を
写
す
擬

音
語
―
古
代
・
中
世
―
」
の
「表
１
」で
そ
の
デ
ー
タ
を
示
し
て
お
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

そ
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
調
査
し
た
江
戸
時
代
の
歌
謡
集
『
松
の
葉
』は
、
総
曲
数
一

七
一
曲
。
そ
の
う
ち
、
一
一
曲
に
楽
器
の
音
を
写
す
擬
音
語
が
出
現
し
て
い
た
。
出
現

率
は
、
六
・
四
％
。
こ
の
数
値
は
、
室
町
時
代
の
「
狂
言
歌
謡
」
に
お
け
る
出
現
率
一
・

一
％
、
近
現
代
の
「
歌
謡
曲
」
に
お
け
る
出
現
率
〇
・
五
％
を
は
る
か
に
上
回
る
も
の
で

あ
っ
た
。 

さ
て
、
こ
の
『
松
の
葉
』
の
調
査
結
果
は
、
江
戸
時
代
全
般
の
状
況
を
写
し
出

し
て
い
る
も
の
な
の
か
。
江
戸
時
代
の
他
の
資
料
を
駆
使
し
て
、
確
認
す
る
こ
と

か
ら
始
め
よ
う
。
江
戸
時
代
の
作
品
と
し
て
は
、
次
に
列
挙
し
た
よ
う
な
も
の
を

調
査
し
た
（
注
１
）
。 

① 
浮
世
草
子
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
―
『
浮
世
草
子
集
』
（
大
系
）
・
『
西
鶴
集
（
上
）
（
下
）
』

（大
系
） 

② 

読
本
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
―
『上
田
秋
成
集
』（大
系
） 

③ 

浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
―
『
近
松
浄
瑠
璃
集
（
上
）
（
下
）
』
（
大
系
）
・

『
浄
瑠
璃
集
（
上
）
（
下
）
』
（
大
系
）
・
『
歌
舞
伎
脚
本
集
（
上
）
（
下
）
』
（
大
系
）
・
『
歌

 

＊
や
ま
ぐ
ち
・
な
か
み 
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舞
伎
十
八
番
集
』（大
系
） 

④ 
滑
稽
本
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
―
『
風
来
山
人
集
』
（大
系
）・
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
（大

系
）・
『浮
世
風
呂
』
（大
系
） 

⑤ 

噺
本
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
―
『
江
戸
笑
話
集
』
（
大
系
）
・
『
噺
本
大
系
』
（
東
京
堂
出

版
） 

⑥ 

草
双
紙
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
―
『
黄
表
紙
・
川
柳
・
狂
歌
』
（
全
集
）
の
う
ち
の
「
黄
表

紙
」
・
『
近
世
こ
ど
も
の
絵
本
集 

上
方
篇
』
（
岩
波
書
店
）
・
『
近
世
こ
ど
も
の
絵
本

集 

江
戸
篇
』
（岩
波
書
店
）・
『江
戸
の
絵
本
Ⅰ
～
Ⅳ
』
（国
書
刊
行
会
） 

⑦ 

連
歌
・
俳
諧
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
―
『
芭
蕉
句
集
』
（
大
系
）
・
『
芭
蕉
文
集
』
（
大
系
）
・

『
連
歌
俳
諧
集
』
（全
集
） 

⑧ 

川
柳
・
狂
歌
関
係
の
作
品
―
『
川
柳
狂
歌
集
』
（
大
系
）
・
『
黄
表
紙
・
川
柳
・
狂
歌
』

（全
集
）
の
う
ち
の
「川
柳
・
狂
歌
」 

こ
れ
ら
の
作
品
を
調
査
し
て
み
る
と
、
ま
さ
に
江
戸
時
代
は
楽
器
の
音
を
写
す

擬
音
語
で
満
ち
溢
れ
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
と
②
の
ジ
ャ

ン
ル
の
作
品
だ
け
に
は
、
楽
器
の
音
を
表
す
擬
音
語
は
見
ら
れ
な
い
が
、
③
～
⑧

ま
で
の
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
に
は
、
楽
器
の
音
を
表
す
擬
音
語
が
多
数
出
現
す
る
。

浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
と
い
う
舞
台
芸
能
の
み
な
ら
ず
、
広
く
散
文
・
韻
文
の
文
学
作

品
に
至
る
ま
で
、「
三
」
以
降
で
紹
介
し
て
い
く
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
楽
器
音
が
見

ら
れ
る
の
だ
。
草
双
紙
の
よ
う
に
、
子
供
の
見
る
絵
本
に
ま
で
多
く
の
楽
器
を
写

す
擬
音
語
が
見
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
は
、
楽
器
音
を
写
す
擬
音
語
の
隆
盛
時
代
で

あ
る
。
歌
謡
集
『
松
の
葉
』
に
見
ら
れ
た
傾
向
は
、
江
戸
時
代
全
般
の
傾
向
で
も

あ
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。 

 

三 

『
松
の
葉
』
に
頻
出
す
る
太
鼓
の
音 

で
は
、
一
体
ど
ん
な
楽
器
音
が
見
ら
れ
る
の
か
。
ま
ず
は
『
松
の
葉
』
に
見
ら

れ
る
楽
器
音
に
注
目
し
て
み
よ
う
。『
松
の
葉
』
で
最
も
よ
く
見
ら
れ
る
楽
器
の
音

は
、
太
鼓
。 

ア
ヒ
ノ
テ

世
の
中
は
広
い
や
う
で

せ

ば狭
い
よ
の
、
ア
ヒ
ノ
テ

似
合
ひ
の
つ
ま
つ
ま
、
い

と
ど
太
鼓
の

ね音
ど
ん
ど
ん
も
よ
し
、
ど
ん
ど
ん
ど
ん
、
ア
ヒ
ノ
テ

ど
ん
ど
ん
ど

ん
、
ア
イ
ノ
テ

つ
く
つ
く
て
ん
つ
く
つ
く
ど
ん
が
ら
が
、
太
鼓
の
音
も
よ
し
、

や
っ
と
し
ょ
、
ア
ヒ
ノ
テ

似
あ
ひ
の
つ
ま
つ
ま
、
い
と
ど
太
鼓
の
音
ど
ん
ど
ん

も
よ
し
、
ど
ん
ど
ん
ど
ん
、
ア
イ
ノ
テ

ど
ん
ど
ん
ど
ん
、
ア
イ
ノ
テ

つ
く
つ
く
て
ん

つ
く
つ
く
ど
ん
が
ら
が
、
太
鼓
の
音
も
よ
し
、
や
っ
と
し
ょ
、
物
に
狂
ひ
し

我
が
す
が
た
。（「
か
づ
ま
」『
松
の
葉
』
巻
三
） 

『
松
の
葉
』
に
収
録
さ
れ
た
歌
謡
「
か
づ
ま
」
の
一
節
。
男
の
薄
情
を
恨
み
、
狂
っ
て
し

ま
っ
た
女
の
姿
を
歌
っ
た
も
の
。
右
例
は
、
そ
の
中
で
似
合
い
の
夫
婦
と
い
う
の
は
呼
応

す
る
太
鼓
の
音
の
よ
う
な
も
の
だ
と
歌
っ
て
い
る
箇
所
。
大
太
鼓
の
音
は
「
ど
ん
ど
ん
ど

ん
」
「
ど
ん
が
ら
が
」
、
締
太
鼓
の
音
は
「
つ
く
つ
く
て
ん
つ
く
つ
く
」
。
大
太
鼓
の
音
は

お
っ
と夫

に
、
締
太
鼓
の
音
は
妻
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
。
大
太
鼓
の
音
が
鳴
り
響
く
と
、
そ
れ
に

相
槌
を
打
つ
よ
う
に
締
太
鼓
の
音
が
鳴
っ
て
い
る
。
夫
婦
相
和
す
か
の
よ
う
に
。 

こ
う
し
た
太
鼓
の
音
が
、
『
松
の
葉
』
に
見
ら
れ
る
楽
器
音
の
中
で
最
も
多
い
。
楽
器

音
の
出
現
す
る
一
一
曲
の
う
ち
、
七
曲
に
太
鼓
の
音
が
出
て
く
る
。 

で
は
、
江
戸
時
代
全
般
で
は
ど
う
な
の
か
。
や
は
り
太
鼓
の
音
が
最
も
広
く
み
ら
れ

る
。
特
に
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
ジ
ャ
ン
ル
で
は
、
太
鼓
の
音
が
頻
出
す
る
。 

 



 

（
八
九
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四 

歌
舞
伎
で
は
、
大
太
鼓
の
音
が
演
出
用
語 

浅
草
上
野
の

は
な
ざ
か
り

花
盛
ま
た
堺
町

こ

び

き

木
挽
町
の
、
て
ん
つ
く
て
ん
つ
く

で

こ

の

ば

う

木
偶
坊
。

（
「

た

ん

ば

よ

さ

く

丹
波
与
作

ま

つ

よ

待
夜
の

こ

む

ろ

ぶ

し

小
室
節
」『
近
松
浄
瑠
璃
集
（
上
）』
大
系
） 

浄
瑠
璃
に
見
ら
れ
る
太
鼓
の
音
。「
て
ん
つ
く
て
ん
つ
く
」
と
、
操
り
人
形
芝
居

で
の
締
太
鼓
の
軽
や
か
な
音
が
響
き
渡
る
。 

歌
舞
伎
で
は
、
そ
も
そ
も
、
大
太
鼓
の
音
が
演
出
用
語
に
も
な
っ
て
い
る
く
ら

い
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
調
査
し
た
歌
舞
伎
作
品
に
は
、
楽
器
音
が
二
三

例
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
二
二
例
が
大
太
鼓
の
音
。
す
べ
て
、
演
出
用
語
に
な

っ
た
例
。「
ど
ろ
ど
ろ
」「
薄
ど
ろ
ど
ろ
」「
大
ど
ろ
ど
ろ
」
と
。
だ
か
ら
、
次
の
よ

う
に
、
ト
書
き
に
出
て
く
る
。 

此
の
間
ど
ろ
ど
ろ
。
幕
開
く
。（「
幼
稚
子
敵
討
」『
歌
舞
伎
脚
本
集
（
上
）』

大
系
） 

是
に
て
又
ど
ろ
ど
ろ
止
む
。（「
名
歌
徳
三
舛
玉
垣
」『
歌
舞
伎
脚
本
集
（
下
）』

大
系
） 

「
ど
ろ
ど
ろ
」
は
、
大
太
鼓
を
長
撥
で
打
つ
音
。「
ど
ろ
ど
ろ
」
と
聞
こ
え
る
。

幽
霊
や
変
化
や
妖
術
使
い
が
登
場
す
る
時
、
あ
る
い
は
登
場
人
物
が
正
気
を
失
っ

た
り
夢
か
ら
覚
め
た
り
す
る
時
な
ど
に
鳴
ら
す
。
大
太
鼓
を
か
す
め
て
打
つ
時
は

「
薄
ど
ろ
ど
ろ
」、
激
し
く
打
つ
時
は
「
大
ど
ろ
ど
ろ
」。 

ト
薄
ど
ろ
ど
ろ
寝
鳥
に
な
り
、
釣
鐘
の
龍
頭
に
か
け
て
あ
る
守
り
袋
よ
り
、

焼
酎
火
燃
ゆ
る
。（
「
名
歌
徳
三
舛
玉
垣
」『
歌
舞
伎
脚
本
集
（
下
）』
大
系
） 

こ
れ
は
、
あ
の
世
に
行
っ
た
人
間
が
亡
霊
と
な
っ
て
現
れ
た
時
の
ト
書
き
に
見

え
る
演
出
用
語
。
大
太
鼓
を
薄
く
か
す
め
て
打
っ
て
、「
寝
鳥
」
を
続
け
な
さ
い
と

い
う
指
示
で
あ
る
。「
寝
鳥
」
と
い
う
の
は
、
幽
霊
や
妖
怪
や
人
魂
な
ど
の
出
現
の

時
に
吹
く
凄
み
を
帯
び
た
高
音
の
笛
の
音
。「
ど
ろ
ど
ろ
」
と
大
太
鼓
を
薄
く
叩
い

た
後
に
笛
を
「
ひ
ゅ
う
」
と
吹
く
わ
け
だ
。「
ど
ろ
ど
ろ
ひ
ゅ
う
」
と
聞
こ
え
る
。 

幽
霊
や
妖
怪
が
現
れ
る
と
き
に
は
、
こ
れ
と
は
逆
に
笛
を
ま
ず
吹
き
、「
ど
ろ
ど

ろ
」
と
大
太
鼓
を
か
す
め
て
打
つ
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
時
に
は
「
ひ
ゅ
う
ど
ろ
ど

ろ
」
と
聞
こ
え
る
。
こ
こ
か
ら
、
お
化
け
の
出
る
と
き
の
擬
音
語
「
ひ
ゅ
う
ど
ろ

ど
ろ
」
が
出
て
く
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
お
化
け
の
出
る
音
」（
注
２
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
右
の
用
例
の
最
後
に
「
焼
酎
火
燃
ゆ
る
」
と
い
う
演

出
の
指
示
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
焼
酎
に
浸
し
た
布
に
火
を
つ
け
て
人
魂
に
見
せ
る

演
出
。 ト

大
ど
ろ
ど
ろ
大
雷
大
雨
降
っ
て
来
る
。（「
名
歌
徳
三
舛
玉
垣
」『
歌
舞
伎
脚

本
集
（
下
）』
大
系
） 

「
大
ど
ろ
ど
ろ
」
は
、
激
し
く
大
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
す
の
で
、
こ
ん
な
ふ
う
に
、

雷
の
音
に
も
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。 

ト
ど
ん
ど
ん
に
成
り
、
向
こ
う
か
ら

あ

し

ゅ

ら

阿
修
羅
の
兵
馬
・

だ

い

ば

提
婆
の
左さ

仲ち
う

太た

・
婆

羅
門

き
ゃ
う
ざ
う

郷
蔵
・

だ

っ

た

達
多
の

ぐ
ん
と
う

軍
藤
、

よ

て

ん

四
天
の

な

り形
に
て
出
で
来
た
り
、（「
名
歌
徳
三
舛

玉
垣
」『
歌
舞
伎
脚
本
集
（
下
）』
大
系
） 

「
ど
ん
ど
ん
」
も
、
歌
舞
伎
で
は
群
兵
が
押
し
寄
せ
る
場
面
と
か
捕
り
手
が
取
り
巻

く
場
面
な
ど
に
用
い
る
効
果
音
楽
。
大
太
鼓
を
太
撥
や
長
撥
で
「
ど
ん
ど
ん
ど
ん
」
と

打
ち
鳴
ら
す
演
出
を
指
示
し
て
い
る
。 

こ
ん
な
ふ
う
に
、
大
太
鼓
の
音
は
、
歌
舞
伎
で
は
欠
か
せ
な
い
演
出
用
語
に
な
っ
て

活
躍
し
て
い
る
。 

 



 

（
九
〇
） 

五 

滑
稽
本
・
草
双
紙
・
川
柳
に
も
太
鼓
の
音 

他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
で
も
、
太
鼓
の
音
は
頻
出
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
滑

稽
本
ジ
ャ
ン
ル
の
『
浮
世
風
呂
』。
次
例
は
、
金
兵
衛
さ
ん
と
六
歳
の
息
子
と
三
歳

の
娘
の
会
話
。「
金
」
が
、
金
兵
衛
さ
ん
、「
兄
」
が
六
歳
の
長
男
、「
妹
」
が
、
三

歳
の
長
女
の
こ
と
。 

妹
「
た
い
こ

あ

っ張
て
」 

兄
「
あ
っ
ち
ら

む

い向
ち
ゃ
あ
ド
ド
ド
ン
」 

金
「
こ
っ

ち
ら
も
ド
ド
ド
ン
」 
兄
「
さ
う
ぢ
ゃ
あ
ね
へ
。
こ
っ
ち
ら

む

い向
ち
ゃ
ア
ど
ど

ど
ん
」 

金
「
ホ
イ
さ
う
か
。
ア
ど
ん
ど
ん
ど
ん
よ
。」（『
浮
世
風
呂
』
前
編

巻
之
上
） 

子
ど
も
に
と
っ
て
、
太
鼓
の
音
は
親
し
み
の
持
て
る
楽
器
音
だ
っ
た
ら
し
く
、

草
双
紙
ジ
ャ
ン
ル
で
も
、
太
鼓
の
音
は
、
よ
く
現
れ
る
。 

「
ま
ず
今
日
は
こ
れ
き
り
。
ど
ん
ど
ん
ど
ん
」（「
桃
太
郎
昔
語
」『
近
世
子
ど
も

の
絵
本
集 

江
戸
篇
』） 

鬼
退
治
を
し
た
桃
太
郎
が
、
得
意
そ
う
な
顔
で
こ
う
述
べ
立
て
て
い
る
。
歌
舞

伎
で
終
演
を
告
げ
る
座
頭
の
口
上
「
ま
ず
は
今
日
は
こ
れ
き
り
」
と
そ
の
後
に
鳴

る
太
鼓
の
音
を
、
桃
太
郎
が
真
似
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
ん
な
例
も
あ
る
。 

「
一
番
目
始
ま
り
始
ま
り
。
ど
ろ
ど
ろ
ど
ん
ど
ん
」（「
寺
子
短
歌
」『
近
世
子

ど
も
の
絵
本
集 

江
戸
篇
』） 

歌
舞
伎
で
一
日
の
芝
居
の
前
半
に
上
演
さ
れ
る
時
代
物
が
、「
一
番
目
」。「
一
番

目
始
ま
り
始
ま
り
」
と
言
う
と
、
太
鼓
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
る
。
そ
れ
を
真
似
た
セ

リ
フ
。
子
供
た
ち
の
世
界
に
も
、
歌
舞
伎
舞
台
の
太
鼓
の
音
が
こ
ん
な
ふ
う
に
入

り
込
ん
で
い
る
。 

さ
ら
に
、
川
柳
・
狂
歌
ジ
ャ
ン
ル
で
も
、
太
鼓
の
音
が
登
場
し
て
い
る
。 

い
つ
ち
ょ
い
町
は
ど
ん
ど
ん
か
か
か
な
り
（
「
誹
風
柳
多
留
」
五
篇 

『
川
柳
狂
歌

集
』大
系
） 

「
山
王
・
神
田
の
二
大
祭
り
の
時
、
一
番
裕
福
な
大
伝
馬
町
か
ら
出
る
山
車
の
囃
子

は
、
ど
ん
ど
ん
か
か
か
で
あ
る
」と
い
っ
た
意
味
の
句
。
「
い
つ
ち
ょ
い
町
」と
は
「一
番
良
い

町
」
の
意
味
か
ら
来
た
言
葉
で
、
大
伝
馬
町
の
こ
と
。
ふ
つ
う
の
祭
囃
子
に
は
、
笛
や
鉦

な
ど
も
用
い
る
の
だ
が
、
大
伝
馬
町
の
囃
子
は
大
太
鼓
の
み
。
そ
れ
が
、
行
列
の
先
頭

に
あ
っ
て
、
「
ど
ん
ど
ん
か
か
か
」
と
響
き
渡
っ
て
な
ん
と
も
カ
ッ
コ
い
い
と
言
っ
て
い
る
の

だ
。 太

鼓
の
音
は
、
こ
ん
な
ふ
う
に
、
多
く
の
ジ
ャ
ン
ル
で
見
ら
れ
、
江
戸
時
代
に

隆
盛
を
誇
っ
た
楽
器
音
で
あ
る
。 

で
は
、
ほ
か
に
江
戸
時
代
を
色
濃
く
感
じ
さ
せ
る
楽
器
の
音
は
な
い
の
か
。
三

味
線
の
音
が
、
太
鼓
の
音
に
並
ん
で
頻
出
す
る
。 

 

六 

三
味
線
音
が
鳴
り
響
く 

 

ま
ず
、
歌
謡
集
『
松
の
葉
』
に
、
三
味
線
音
は
次
の
よ
う
に
登
場
し
て
い
る
。 

な
び
け
や
小
松
一
の
枝
、
つ
り
り
ん
り
つ
り
り
ん
り
（
「
早
舟
」『
松
の
葉
』

巻
一
） 

三
味
線
の
音
は
、「
つ
り
り
ん
り
つ
り
り
ん
り
」。
こ
の
三
味
線
音
は
、
旋
律
・

奏
法
を
暗
記
す
る
た
め
に
口
で
唱
え
る
「
唱
歌
」
の
楽
譜
で
も
あ
る
。
三
味
線
の

「
唱
歌
」
を
書
き
記
し
た
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
年
）
刊
の
『

お
ほ

ぬ
さ

大
幣
』（
注
３
）

を

調
べ
て
み
る
と
、「
つ
」「
り
」「
り
ん
」
は
、
楽
譜
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
唱

歌
」
の
楽
譜
は
、
擬
音
語
由
来
の
も
の
が
多
い
の
で
、
結
局
擬
音
語
で
も
あ
る
。 

三
味
線
音
は
、
調
査
し
た
江
戸
時
代
の
作
品
で
も
頻
繁
に
出
現
し
て
い
る
。
な
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か
で
も
、『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
で
は
、
楽
器
音
が
三
七
例
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
七

割
強
に
当
た
る
二
七
例
が
三
味
線
の
音
で
あ
る
。 

奥
の
つ
づ
み
の
間
に
て
お
ど
り
が
は
じ
ま
る
と
見
え
て
、

さ
み
せ
ん

三
味
線
の
音
聞
こ

え
る
。
チ
テ
チ
レ
チ
テ
チ
レ 

チ
チ
チ
チ
チ 

ト
テ
チ
レ
ト
テ
チ
レ
。（『
東

海
道
中
膝
栗
毛
』
五
篇
追
加
） 

「
チ
テ
チ
レ
チ
テ
チ
レ 

チ
チ
チ
チ
チ 

ト
テ
チ
レ
ト
テ
チ
レ
」
が
三
味
線
の

音
。
こ
れ
も
ま
た
「
唱
歌
」
の
楽
譜
で
も
あ
る
。「
チ
」「
テ
」「
レ
」「
ト
」
は
、

す
べ
て
『
大
幣
』
に
楽
譜
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

げ

い

こ

芸
子
が

さ

み

せ

ん

三
味
線
、
ト
ヲ
チ
テ
ン
ト
ヲ
チ
テ
ン
（『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
八
編
中
） 

客
が
踊
る
準
備
を
す
る
と
、
芸
子
は
三
味
線
を
抱
え
て
「
ト
ヲ
チ
テ
ン
ト
ヲ
チ

テ
ン
」
と
弾
き
だ
し
た
と
こ
ろ
。
三
味
線
の
音
に
見
ら
れ
る
「
ト
」「
チ
」「
テ
ン
」

は
、「
唱
歌
」
の
楽
譜
で
も
あ
る
。
三
味
線
の
音
の
多
く
は
、
こ
ん
な
ふ
う
に
「
唱

歌
」
の
楽
譜
を
踏
ま
え
て
い
る
。
だ
か
ら
、
調
子
が
外
れ
た
時
は
、
楽
譜
に
は
な

い
音
を
入
れ
込
ん
で
三
味
線
音
を
写
す
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
に
。 

ベ
ン
ベ
ラ
ベ
ン
ベ
ラ 

チ
ャ
ン
テ
ン
チ
ャ
ン
テ
ン
チ
ャ
ン
テ
ン
チ
ャ
ン
テ
ン 

ト
無
性
に
引
き
た
つ
る
歌
の
唱
歌
は
何
と
も
分
か
ら
ず
（
『
東
海
道
中
膝
栗

毛
』
五
篇
追
加
） 

き
ち
ん
と
「
唱
歌
」
の
楽
譜
を
踏
ま
え
た
弾
き
方
で
な
い
の
で
、「
唱
歌
」
が
よ

く
分
か
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
確
か
に
「
チ
ャ
ン
」「
テ
ン
」
は
、「
唱
歌
」

の
楽
譜
に
あ
る
の
だ
が
、「
ベ
ン
」
「
ベ
ラ
」
は
、
楽
譜
に
は
な
い
音
。
い
か
に
も

雑
で
い
い
加
減
な
感
じ
の
出
て
い
る
音
。
そ
う
し
た
音
を
入
れ
込
ん
で
、
め
ち
ゃ

め
ち
ゃ
な
三
味
線
の
演
奏
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。 

草
双
紙
で
も
、
最
も
よ
く
見
ら
れ
る
楽
器
音
は
、
三
味
線
の
音
。
二
九
例
の
楽

器
音
の
う
ち
、
そ
の
四
割
に
当
た
る
一
一
例
が
三
味
線
の
音
で
あ
る
。
次
例
は
、

お
な
じ
み
の
「
舌
切
れ
雀
（
現
在
の
「
舌
切
り
雀
」）」
に
出
て
く
る
三
味
線
音
。

雀
の
宿
に
訪
ね
て
き
た
優
し
い
お
爺
さ
ん
を
歓
待
し
て
、
雀
た
ち
が
三
味
線
を
弾

き
、
歌
い
踊
っ
て
い
る
。 

ち
ち
ん
て
ち
ち
ん
て
ち
ん
ち
り
、
つ
て
つ
ん
ち
ょ
ん
、
ち
り
ち
り
ち
り
ち
り
、
つ
ん
て

ん
（
「舌
切
れ
雀
」『
近
世
子
ど
も
の
絵
本
集 

江
戸
篇
』） 

い
か
に
も
楽
し
そ
う
な
三
味
線
音
。
使
わ
れ
て
い
る
音
「
ち
」
「
ち
ん
」
「
て
」

「
ち
り
」「
つ
」「
つ
ん
」「
て
ん
」
は
、
す
べ
て
三
味
線
の
「
唱
歌
」
の
楽
譜
で
あ

る
。 ま

た
、
次
の
よ
う
に
、
三
味
線
が
伴
奏
音
楽
で
あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
さ
せ
る

例
も
あ
る
。 

こ
こ
に
哀
れ
を
と
ど
め
し
は
、
安
倍
の
童
子
が
母
上
な
り
、
と
ち
つ
て 

ち

ん
て
ん
ち
ん
。
も
と
よ
り
其
身
は
畜
生
の
、
一
銭
く
だ
さ
り
ま
せ
、
苦
し
み
、

ち
ち
つ 

ち
ち
つ
（
「
七
小
ま
ち
」『
江
戸
の
絵
本
Ⅳ
』） 

小
町
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
美
女
・
鶯
の
局
は
、
男
遍
歴
を
重
ね
、
次
第

に
落
ち
ぶ
れ
、
つ
い
に
、
清
水
境
内
で
三
味
線
を
弾
い
て
歌
っ
て
物
乞
い
を
す
る

身
に
な
っ
た
。
彼
女
は
歌
う
。「
こ
こ
に
哀
れ
を
と
ど
め
し
は
、
安
倍
の
童
子
が
母

上
な
り
」
と
。
そ
し
て
三
味
線
を
弾
く
。「
と
ち
つ
て 

ち
ん
て
ん
ち
ん
」
と
。
再

び
「
も
と
よ
り
其
身
は
畜
生
の
、
一
銭
く
だ
さ
り
ま
せ
、
苦
し
み
」
と
歌
っ
て
か

ら
、「
ち
ち
つ 

ち
ち
つ
」
と
三
味
線
を
弾
く
。
三
味
線
は
、
歌
の
詞
章
の
途
中
に

入
る
伴
奏
楽
器
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
（
注
４
）
。
こ
れ
ら
の
三
味
線
音
は
、
す

べ
て
『
大
幣
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
三
味
線
の
楽
譜
で
も
あ
る
。 

歌
の
詞
章
に
お
り
ま
ぜ
て
「
一
銭
く
だ
さ
り
ま
せ
」
と
い
う
物
乞
い
の
言
葉
も
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入
れ
て
歌
っ
て
い
る
の
は
、
面
白
い
。
三
味
線
は
、
そ
う
し
た
臨
機
応
変
な
語
り

の
伴
奏
楽
器
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
だ
。
次
の
二
例
も
、
三
味
線
が

伴
奏
楽
器
で
あ
る
こ
と
を
示
す
例
で
あ
る
。 

め
で
た
や
め
で
た
や
、
春
の
初
め
の 

春
駒
な
ん
ど
は
、
と
ち
つ
ん
て
ん 

夢

に
み
て
さ
へ
よ
い
と
や

ま

う申
そ
（
「
出
雲
お
国 

芝
居
始
」『
江
戸
の
絵
本
Ⅰ
』） 

 

歌
っ
て
い
る
と
、
程
良
い
と
こ
ろ
で
「
と
ち
つ
ん
て
ん
」
と
三
味
線
の
伴
奏
が

入
る
。
歌
い
手
は
、
歌
に
ま
す
ま
す
熱
が
入
る
。 

よ
し
や
吉
原
の
う
わ
さ
の
涙
、
押
さ
せ
、
つ
ん
て
ん
、
か
う
し
て
行
く
船
な

が
め
に
飽
か
ぬ
。（
「
出
雲
お
国 
芝
居
始
」『
江
戸
の
絵
本
Ⅰ
』） 

「
涙
」
と
い
う
歌
詞
を
出
し
て
、「
つ
ん
て
ん
」
と
伴
奏
を
入
れ
る
と
、
歌
い
手

は
ま
す
ま
す
感
情
移
入
し
て
歌
う
。
聞
き
手
も
そ
れ
を
感
じ
て
、
し
ん
み
り
聞
き

ほ
れ
る
。
三
味
線
は
、
歌
の
情
緒
を
巧
み
に
ひ
き
だ
す
伴
奏
楽
器
。
だ
か
ら
こ
そ
、

使
い
勝
手
が
よ
く
、
江
戸
庶
民
に
広
く
愛
さ
れ
た
楽
器
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

 

七 

口
三
味
線
も
さ
か
ん 

江
戸
時
代
の
三
味
線
の
流
行
は
、「
口
三
味
線
」
の
頻
出
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

実
物
の
三
味
線
が
な
く
て
も
、「
口
三
味
線
」
で
伴
奏
を
入
れ
て
楽
し
ん
で
い
る
。

三
味
線
の
楽
譜
を
歌
っ
て
伴
奏
に
す
る
の
だ
。
擬
音
語
由
来
の
楽
譜
で
あ
る
か
ら
、

「
口
三
味
線
」
に
は
、
三
味
線
の
音
と
同
様
な
効
果
が
あ
る
わ
け
だ
。 

わ
し
、
や
ろ
わ
い
。

く
ち
さ
み
せ
ん

口
三
絃
ぢ
ゃ
。
チ
チ
ツ
ツ
ン 

チ
ン
シ
ャ
ン
（『
東
海
道

中
膝
栗
毛
』
六
編
上
） 

弥
次
さ
ん
が
歌
舞
伎
の
五
代
目
松
本
幸
四
郎
の
声
音
を
ま
ね
し
始
め
た
の
に
対

し
、
乗
り
合
い
船
に
乗
っ
て
い
た
京
都
の
人
が
「
私
が
伴
奏
を
や
る
よ
、
口
三
味

線
だ
け
ど
ね
。
チ
チ
ツ
ツ
ン 

チ
ン
シ
ャ
ン
」
と
入
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
口
三

絃
」
と
あ
る
か
ら
口
で
唱
え
た
三
味
線
の
音
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
。
こ
の
あ
と

も
、
弥
次
さ
ん
の
声
音
に
合
わ
せ
て
、
京
都
の
人
は
、「
チ
チ
チ
チ
チ 

チ
ン
」
と

口
三
味
線
の
伴
奏
を
入
れ
て
い
る
。 

馬
に
乗
っ
て
い
て
も
、
浄
瑠
璃
を
う
な
り
、
伴
奏
を
口
三
味
線
で
入
れ
て
い
る
。 

お
ま
へ
と

め

を

と

夫
婦
に
な
る
な
ら
ば
、
肩
を
裾
へ
は
ま
だ
な
こ
と
、
足
を
耳
に
か

け
て
な
り
と
も
添
ひ
ま
せ
う
。
チ
ン
チ
ン
チ
ン
チ
ン 

チ
ン
チ
リ
ツ
ン
チ
ン

チ
リ
ツ
ン
（『
東
海
道
集
膝
栗
毛
』
五
篇
下
） 

一
人
で
口
だ
け
動
か
せ
ば
、
浄
瑠
璃
も
三
味
線
の
伴
奏
も
で
き
る
の
で
、
こ
の

上
な
く
便
利
。
湯
舟
に
浸
か
っ
て
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
、
口
三
味
線
を
や
っ
て

い
る
。 

さ

み

せ

ん

三
味
線
の
わ
る
ま
ね
。
テ
コ
テ
ン
ト
ン
、
テ
コ
テ
コ
、
テ
ン
テ
ン
、
ツ
ン
、

ポ
ン
ポ
ン
。（『
浮
世
風
呂
』
前
編
、
巻
上
） 

こ
れ
は
、
下
手
な
三
味
線
の
音
を
湯
舟
に
浸
か
っ
て
口
で
ま
ね
て
い
る
と
こ
ろ
。

「
テ
」「
テ
ン
」「
ト
ン
」「
ツ
ン
」
は
、
楽
譜
に
あ
る
が
、「
コ
」「
ポ
ン
」
と
い
う

楽
譜
は
な
い
。
楽
譜
に
は
な
い
音
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
調
子
は
ず
れ
で
あ

る
こ
と
を
示
す
常
套
手
段
。 

こ
ん
な
ふ
う
に
、
三
味
線
が
な
く
て
も
、「
唱
歌
」
の
楽
譜
を
知
っ
て
い
る
か
ら
、

そ
れ
を
口
で
唱
え
て
伴
奏
に
し
た
り
、
あ
る
い
は
「
口
三
味
線
」
自
体
を
楽
し
ん

で
い
る
。
三
味
線
が
い
か
に
江
戸
時
代
の
人
々
の
間
で
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
か

が
よ
く
分
か
る
。
ま
さ
に
猫
も
杓
子
も
三
味
線
に
興
味
を
持
ち
、
楽
譜
を
諳
ん
じ

て
い
た
時
代
な
の
だ
。 

太
鼓
と
三
味
線
、こ
れ
が
江
戸
時
代
を
代
表
す
る
楽
器
音
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、



 

（
九
三
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二
種
以
上
の
楽
器
音
と
し
て
、
代
表
的
な
の
は
太
鼓
と
笛
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
あ
る
。 

 

八 

太
鼓
と
笛
の
組
み
合
わ
せ 

室
町
時
代
の
狂
言
歌
謡
で
は
、
鼓
を
含
ん
だ
多
く
の
楽
器
の
組
み
合
わ
せ
が
見

ら
れ
た
が
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
二
種
類
以
上
の
楽
器
の
組
み
合
わ
せ
は
極
め

て
少
な
く
な
る
。
調
査
し
た
江
戸
時
代
の
作
品
で
、
二
種
類
以
上
の
楽
器
音
が
続

け
て
一
文
中
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
例
は
九
例
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
う

ち
五
例
が
、
笛
と
太
鼓
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。 

い
き

づ
ゑ

息
杖
の
竹
笛
を
ふ
け
ば
、

す
け
ご
う

助
郷
の

む

ま馬
太
鼓
を
打
つ
。
膝
栗
毛
後
編
の

じ

ょ序
び
ら

き
、
ヒ
ヤ
リ
ヒ
ヤ
リ
、
て
れ
つ
く
て
れ
つ
く
す
っ
て
ん
す
っ
て
ん
。（『
東
海

道
中
膝
栗
毛
』
二
篇
上
） 

笛
の
音
が
「
ヒ
ヤ
リ
ヒ
ヤ
リ
」、
続
い
て
太
鼓
の
音
が
「
て
れ
つ
く
て
れ
つ
く
す

っ
て
ん
す
っ
て
ん
」。
笛
と
太
鼓
の
音
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。 

江
戸
時
代
に
出
現
し
た
「
ひ
ゅ
う
ど
ろ
ど
ろ
」
も
、
笛
と
太
鼓
の
組
み
合
わ
せ

で
あ
る
。 

手
を
合
は
せ
し
が
、
ひ
ゅ
う
ど
ろ
ど
ろ
と
鳴
る
が
い
な
や
、

そ

と

ば

卒
塔
婆
の
後
よ

り
青
ざ
め
た
る
顔
に
て
、
源
七
幽
霊
あ
ら
は
れ
、（「
軽
口
若
夷
」『
噺
本
大
系
』

八
巻
） 

「
ひ
ゅ
う
ど
ろ
ど
ろ
」
の
「
ひ
ゅ
う
」
は
笛
の
音
、「
ど
ろ
ど
ろ
」
は
大
太
鼓
の

音
。
お
な
じ
く
、
お
化
け
の
出
る
音
で
も
、
子
供
も
親
し
む
草
双
紙
で
は
、
少
々

音
が
違
っ
て
い
る
。
唐
傘
の
化
け
物
が
「
う
れ
め
し
や
」
の
手
つ
き
を
し
て
い
る

絵
の
横
に
、
こ
う
書
か
れ
て
い
る
。 

か
ら
傘
の
化
物
、
お
う
ひ
う
で
れ
ん
か 

ひ
う
て
ん
て
ん
（
「
化
け
も
の
が
た

り
」『
近
世
子
ど
も
の
絵
本
集 

江
戸
篇
』） 

「
お
う
ひ
う
」「
ひ
う
」
が
笛
の
音
、「
で
れ
ん
か
」「
て
ん
て
ん
」
が
太
鼓
の
音
。

「
ひ
ゅ
う
ど
ろ
ど
ろ
」
と
比
較
す
る
と
、
明
る
く
滑
稽
。
子
供
向
き
の
感
じ
の
す

る
擬
音
語
で
あ
る
。 

こ
ん
な
ふ
う
に
、
江
戸
時
代
で
は
、
二
種
類
以
上
の
楽
器
の
組
み
合
わ
せ
と
し

て
は
、
笛
と
太
鼓
が
代
表
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
現
代
人
の
歌
う
「
村
祭
」
の
「
ど

ん
ど
ん
ひ
ゃ
ら
ら
、
ど
ん
ひ
ゃ
ら
ら
」
の
組
み
合
わ
せ
の
原
形
が
江
戸
時
代
に
形

成
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。 

 

九 

さ
ま
ざ
ま
な
楽
器
音 

 

江
戸
時
代
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
太
鼓
、
三
味
線
、
太
鼓
と
笛
と
い
う
代
表
的

な
楽
器
音
の
ほ
か
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
器
音
が
見
ら
れ
る
。
笛
の
単
独
音
、
尺
八

の
音
、
鼓
の
音
、
琴
の
音
、
鉦
の
音
、
銅
拍
子
の
音
、
拍
子
木
の
音
、
鈴
の
音
、

金
鼓
と
太
鼓
の
音
、
ラ
ッ
パ
と
チ
ャ
ル
メ
ラ
の
音
。
い
ず
れ
も
用
例
数
は
多
く
は

な
い
が
、
興
味
深
い
も
の
も
多
い
。
特
徴
的
な
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
お
く
こ
と

に
し
よ
う
。 

 

ま
ず
は
、
笛
の
音
。 

し
ゃ
ぎ
り
の
音
の
、
ア
イ
ノ
テ

お
ひ
ゃ
り
こ
ひ
や
り
、
ひ
ゃ
り
こ
ひ
ゃ
り
こ
ひ
や
り
ひ

や
り
、
ら
ん
ら
ら
ら
り
つ
る
ん
ろ 

る
る
り
や
ち
や
ら
ら
る
ろ
、
鉦
が
、
ま
た
、
彼

処
を
見
て
あ
れ
ば
、
（「富
士
詣
」『
松
の
葉
』巻
二
） 

富
士
詣
を
す
る
遊
山
船
が
集
ま
っ
て
き
て
、
に
ぎ
や
か
に
笛
を
吹
く
様
子
を
歌
っ
た

箇
所
。
「
お
ひ
ゃ
り
こ
ひ
や
り
、
ひ
ゃ
り
こ
ひ
ゃ
り
こ
ひ
や
り
ひ
や
り
、
ら
ん
ら
ら
ら
り



 

（
九
四
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つ
る
ん
ろ 

る
る
り
や
ち
や
ら
ら
る
ろ
」
が
笛
の
音
。
ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
よ

う
な
懐
か
し
い
気
が
し
た
の
で
は
な
い
か
。 

記
憶
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
年
）
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ

マ
『
新
諸
国
物
語
』
で
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
と
し
て
流
さ
れ
て
い
た
「
笛
吹
童
子
」
の
歌
詞
に
似

て
い
た
の
だ
。
「
笛
吹
童
子
」
で
は
、
「
ひ
ゃ
ら
り 

ひ
ゃ
ら
り
こ 

ひ
ゃ
り
こ 

ひ
ゃ
ら
れ

ろ
」
と
い
う
笛
の
音
が
活
躍
し
て
い
た
。
「ひ
ゃ
り
こ
」は
、
江
戸
時
代
の
歌
謡
「富
士
詣
」

の
笛
の
音
と
同
じ
。
さ
ら
に
、
末
尾
の
「
こ
」
も
類
似
性
を
感
じ
さ
せ
る
。
「
こ
」
と
い
う

音
は
、
笛
の
「
唱
歌
」
の
楽
譜
に
は
な
い

（
注
５
）

。
で
は
、
何
か
。
「
ぎ
っ
ち
ら
こ
」
「
ぺ
っ
た
ん

こ
」
の
「
こ
」
な
の
だ
。
そ
の
状
態
を
固
定
す
る
意
味
合
い
を
添
え
る
接
辞
。
こ
の
「
こ
」
を
、

両
曲
と
も
使
っ
て
い
る
の
で
、
類
似
性
が
強
ま
り
、
懐
か
し
い
感
じ
が
し
た
に
違
い
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
ル
ー
ツ
は
江
戸
時
代
の
歌
謡
の
方
で
あ
る
。 

次
は
、
尺
八
の
音
。 

取
り
て
吹
き
て
見
た
れ
ば
、
節
が
ち
や
う
ど
し
た
、
れ
つ
ろ
れ
つ
ろ
つ
り
よ

れ
つ
の
れ
が
つ
れ
つ
ろ
。（「
み
す
組
」『
松
の
葉
』
巻
一
） 

「
尺
八
を
取
っ
て
吹
い
て
み
る
と
、
節
回
し
が
ち
ょ
う
ど
よ
く
、
『
れ
つ
ろ
れ
つ
ろ
つ
り

よ
れ
つ
の
れ
が
つ
れ
つ
ろ
』
と
吹
く
」
と
い
う
意
味
の
歌
詞
。
室
町
時
代
の
狂
言
歌
謡
に

見
ら
れ
た
尺
八
の
音
は
「
と
ら
ろ
ら
ろ
ら
り
い
り
い 

と
ら
ろ
ら
ろ
ら
あ
ら
ろ
お
」
。
こ

れ
は
、
実
は
龍
笛
の
楽
譜
で
あ
っ
た

（注
６
）

。 

と
す
る
と
、
江
戸
時
代
の
『
松
の
葉
』
に
見
ら
れ
る
「
れ
つ
ろ
れ
つ
ろ
つ
り
よ
れ
つ
の

れ
が
つ
れ
つ
ろ
」
は
、
ど
う
な
の
か
。
本
当
に
尺
八
の
楽
譜
を
ふ
ま
え
た
も
の
な
の
か
。

『
正
則
尺
八
吹
奏
講
義
録
』
（
東
京
尺
八
研
究
会
出
版
部
、
一
九
二
一
年
）
で
調
べ
て

み
た
。
す
る
と
、
「
れ
」
「
つ
」
「
ろ
」
「
り
」
と
い
う
主
要
な
楽
譜
は
す
べ
て
尺
八
の
楽
譜
で

あ
る

（
注
７
）

。
だ
か
ら
、
狂
言
歌
謡
の
よ
う
な
こ
と
は
起
こ
っ
て
い
な
い
。 

「よ
」
「の
」
「が
」は
、
楽
譜
で
は
な
く
、
助
詞
で
あ
る
。
「よ
」は
終
助
詞
、
「の
」
「が
」は

格
助
詞
で
あ
る
。
尺
八
の
奏
法
・
旋
律
を
記
憶
す
る
時
に
、
「
『
れ
つ
ろ
れ
つ
ろ
つ
り
』
よ
、

『
れ
つ
』
の
『
れ
』
が
、
『
つ
れ
つ
ろ
』
」
と
い
う
具
合
に
、
助
詞
を
挟
ん
で
覚
え
や
す
い
「
唱

歌
」に
し
て
い
た
と
察
せ
ら
れ
る
。 

そ
れ
か
ら
、
鼓
の
音
。
江
戸
時
代
で
は
、
鼓
の
音
は
太
鼓
の
音
に
座
を
明
け
渡

し
た
感
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
鼓
の
音
は
ま
だ
見
ら
れ
る
。
小
鼓
の
音
と
し
て

は
、「
ぽ
ん
ぽ
ん
、
ち
ち
ぽ
ぽ
、
ぷ
ぽ
ぽ
ぽ
（
注
８
）
」（
「
福
神
あ
そ
び
」『
近
世
こ
ど

も
の
絵
本
集 

江
戸
篇
』）
、「
い
や
っ
ぽ
ぽ 

ぽ
ん
ぽ
ん
」（「
観
世
又
次
郎
」『
近

世
こ
ど
も
の
絵
本
集 

江
戸
篇
』）
、「
ひ
ゃ
、
ぽ
ん
ぽ
ん
」（「
寺
子
短
歌
」『
近
世

こ
ど
も
の
絵
本
集 

江
戸
篇
』）
と
。 

大
鼓
の
音
と
し
て
は
、「
ぽ
ん
」（「
福
神
あ
そ
び
」『
近
世
こ
ど
も
の
絵
本
集 

江

戸
篇
』）
、「
ぽ
ぽ
ん
、
ぽ
ん
ぽ
ん
」（
「
寺
子
短
歌
」『
近
世
こ
ど
も
の
絵
本
集 

江

戸
篇
』）
と
、
出
て
く
る
。 

楽
譜
を
ふ
ま
え
て
い
れ
ば
、
小
鼓
の
音
は
「
ち
」「
た
」「
ぷ
」「
ぽ
」
の
い
ず
れ

か
で
表
し
、
大
鼓
の
音
は
「
つ
」「
ち
ょ
ん
」
の
い
ず
れ
か
で
表
す
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
鼓
の
音
は
、
厳
密
に
楽
譜
を
ふ
ま
え
て
は
い
な
い
。
小
鼓

の
音
に
「
ち
」「
ぷ
」「
ぽ
」
を
つ
か
っ
て
い
る
も
の
が
一
例
あ
る
が
、
あ
と
は
大

鼓
も
小
鼓
も
そ
ろ
っ
て
「
ぽ
」「
ぽ
ん
」
の
音
で
写
さ
れ
て
い
る
。
一
般
人
に
と
っ

て
は
、
鼓
の
音
は
、
小
鼓
だ
ろ
う
が
大
鼓
だ
ろ
う
が
、
ど
ち
ら
も
「
ぽ
」「
ぽ
ん
」

系
の
擬
音
語
で
写
せ
る
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

琴
の
音
も
出
現
し
て
い
る
。 

孔
明
も
コ
ロ
リ
ン
チ
ャ
ン
で
ほ
っ
と
息
（『
誹
風
柳
多
留
』
五
七
篇
） 

 

琴
の
音
の
代
表
は
「
コ
ロ
リ
ン
シ
ャ
ン
」。
そ
れ
を
ち
ょ
っ
と
茶
化
し
た
擬
音
語



 

（
九
五
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と
思
わ
れ
る
。 

ま
た
、
別
の
楽
器
の
音
な
の
に
、
同
一
の
擬
音
語
で
表
し
て
い
る
例
も
あ
る
。

銅
拍
子
の
音
と
鉦
の
音
。
草
双
紙
に
は
、
銅
拍
子
の
音
が
、 

ち
ゃ
ん
ち
き 

ち
ゃ
ん
ち
き 

ち
ゃ
ん
ち
き 

ち
ゃ
ん
ち
き
（「
浮
世
楽
助
一

盃
夢
」『
江
戸
の
絵
本
Ⅰ
』） 

と
写
さ
れ
て
い
る
。「
ち
ゃ
ん
ち
き
」
は
、
川
柳
で
は
鉦
の
音
に
使
わ
れ
て
い
る
。 

ち
ゃ
ん
ち
き
ち
ゃ
ん
ち
き
と
い
ふ
と
ぜ
ぜ
く
ん
な
（
『
誹
風
柳
多
留
』（
注
９
）

一
三
篇
） 

「
ち
ゃ
ん
ち
き
ち
ゃ
ん
ち
き
」
と
い
う
鉦
の
音
が
す
る
と
、
子
供
が
「
（
お
布
施

に
す
る
か
ら
）
お
金
ち
ょ
う
だ
い
」
と
言
っ
て
小
遣
い
を
せ
び
っ
て
い
る
場
面
が

目
に
浮
か
ぶ
よ
う
な
句
。 

最
後
に
、
二
種
類
以
上
の
楽
器
音
が
一
語
の
擬
音
語
で
表
さ
れ
て
い
る
例
を
取

り
上
げ
て
お
こ
う
。 

此
の
桶
を
手
に
持
て
、
小
褄
を
取
り
、
し
ゃ
ん
で
し
ゃ
ん
で
と
囃
す
と
、（「
傾

城
壬
生
大
念
仏
」『
歌
舞
伎
脚
本
集
（
上
）』
大
系
）
。 

無
言
劇
で
あ
る
壬
生
狂
言
独
特
の
囃
子
音
楽
の
音
。
金
鼓
や
締
太
鼓
が
囃
子
に

用
い
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
楽
器
音
が
ま
じ
り
あ
っ
た
音
が
「
し
ゃ
ん
で
し
ゃ

ん
で
」
な
の
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
、
ラ
ッ
パ
、
チ
ャ
ル
メ
ラ
と
い
う
二
種
類
の
楽
器
音
が
一
緒
に
鳴
り
響
く

と
き
の
擬
音
語
は
、
次
の
通
り
。 

あ
や
し
や
数
万
の
人
声
責
め

つ
づ
み

皷
せ
め
太
鼓
。
ら
っ
ぱ
ち
ゃ
る
め
ら
高
音
を
そ

ら
し
、
ひ
ゃ
う
ひ
ゃ
う
と
こ
そ
聞
こ
え
け
れ
。（「
国
姓
爺
合
戦
」『
近
松
浄
瑠

璃
集
（下
）』
大
系
） 

数
万
の
鬨
の
声
、
攻
撃
の
合
図
に
使
う
鼓
、
太
鼓
の
音
。
ひ
と
き
わ
目
立
つ
ラ

ッ
パ
と
チ
ャ
ル
メ
ラ
の
音
が
響
き
渡
る
、「
ひ
ゃ
う
ひ
ゃ
う
」
と
。
ラ
ッ
パ
と
チ
ャ

ル
メ
ラ
の
入
り
混
じ
っ
た
楽
器
音
で
あ
る
。 

江
戸
時
代
に
は
、
こ
ん
な
ふ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
器
音
を
写
す
擬
音
語
が
出

現
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
は
、
ま
さ
に
楽
器
音
を
写
す
擬
音
語
の
宝
庫
。
し
か
も
、

そ
の
擬
音
語
の
用
法
も
、
実
に
斬
新
な
の
だ
。
た
だ
単
に
、
楽
器
の
音
を
表
す
場

合
も
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
以
下
に
述
べ
て
い
く
よ
う
に
、
楽
器
の
音

が
、
掛
詞
と
し
て
機
能
し
て
い
た
り
、
話
の
オ
チ
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
。 

 

十 

楽
器
の
音
が
掛
詞
に
な
る 

私
は
、
拙
稿
「
古
典
の
擬
音
語
・
擬
態
語
―
掛
詞
式
の
用
法
を
中
心
に
―
」（
注
10

）

の
中
で
、「
掛
詞
の
用
法
は
、
物
音
を
写
す
擬
音
語
に
は
あ
ま
り
起
こ
ら
な
い
」「
掛

詞
の
お
こ
り
や
す
い
擬
音
語
は
、
物
理
的
な
物
音
を
写
す
擬
音
語
で
は
な
く
、（
中
略
）

動
物
の
声
を
写
す
場
合
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
確
か
に
大
勢
は
変
わ
り
な
い
の
だ

が
、
微
調
整
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
態
が
生
じ
た
。
そ
れ
は
、
楽
器
音
の
よ

う
な
物
音
を
写
す
擬
音
語
が
掛
詞
に
な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。 

た
と
え
ば
、
楽
器
の
音
を
写
す
擬
音
語
が
次
例
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
る
。 

春
立
つ
と
、こ

ぞ

去
年
の

ゆ

き

げ

雪
消
を
そ
の
ま
ま
に
、
霞
む
も
山
の

お

く

た

ん

ば

奥
丹
波 

の

き軒
の

つ

ら

ら

氷
柱

も
と

解
け
渡
り
、
谷
の
水
音
し
っ
た
ん
し
っ
た
ん
ほ
ん
ほ
ん
ほ
ん
と
鳴
る
鼓
、

（
「
大
経
師
昔
暦
」『
近
松
浄
瑠
璃
集
（上
）』
大
系
） 

「
立
春
に
な
り
、
残
雪
と
春
霞
と
が
重
な
る
山
家
で
は
、
軒
の
氷
柱
も
い
っ
せ

い
に
解
け
て
谷
に
流
れ
込
み
、
し
っ
た
ん
し
っ
た
ん
ほ
ん
ほ
ん
ほ
ん
と
鳴
る
が
、



 

（
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六
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そ
の
よ
う
に
鳴
る
鼓
が
（
め
で
た
く
）」
と
い
う
意
味
。
谷
の
水
音
「
し
っ
た
ん
し

っ
た
ん
ほ
ん
ほ
ん
ほ
ん
」
は
、
い
つ
の
間
に
か
、
鼓
の
音
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
、「
し
っ
た
ん
し
っ
た
ん
ほ
ん
ほ
ん
ほ
ん
」
は
、
水
音
と
鼓
の
音
と
い
う
二
つ
の

意
味
を
持
っ
た
掛
詞
。
擬
音
語
同
士
の
掛
詞
で
あ
る
の
は
珍
し
い
が
、
一
続
き
の

擬
音
語
に
二
つ
の
意
味
を
持
た
せ
て
い
る
点
で
ま
ぎ
れ
も
な
く
掛
詞
で
あ
る
。 

次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。 

手
手
て
ん
て
ん
て
ん
て
ん
て
ん 

て
て
て
て
て
て
手
手
手
手
手
手
手
手
手
手
手
手

手
手
手
手
手 

て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て

て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
て
（「大

悲
千
禄
本
」『黄
表
紙
・川
柳
・
狂
歌
』全
集
） 

こ
れ
は
、
黄
表
紙
「
大
悲
千
禄
本
」
の
話
の
終
わ
り
に
使
わ
れ
た
太
鼓
の
音
。

芝
居
の
幕
切
れ
の
太
鼓
の
音
を
真
似
て
話
を
終
わ
る
趣
向
な
の
で
、「
手
手
て
ん
て

ん
て
ん
て
ん
て
ん
…
」
は
、
太
鼓
の
音
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
だ
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
な
い
。「
大
悲
千
禄
本
」
は
、
千
手
観
音
の
「
手
」
の
話
。
だ
か
ら
、

太
鼓
の
音
に
「
手
」
の
意
味
を
掛
け
て
書
き
連
ね
て
シ
ャ
レ
た
も
の
な
の
だ
。
太

鼓
の
音
「
て
」
に
「
手
」
と
い
う
漢
字
を
当
て
て
あ
る
こ
と
か
ら
も
掛
詞
の
意
図

が
見
え
て
い
る
。 

ま
た
、
楽
器
の
音
の
一
部
に
別
の
言
葉
を
掛
け
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。 

歌
舞
伎
と
か
や
よ
せ
太
鼓
の
て
ろ
つ
く
天
も
、
花
に
酔
へ
る
心
地
し
て
、（「
俳

諧
塵
塚
」『
連
歌
俳
諧
集
』
全
集
） 

「
歌
舞
伎
と
か
で
あ
ろ
う
か
、
よ
せ
太
鼓
が
て
ろ
つ
く
て
ん
と
鳴
り
響
き
、
天

も
花
に
酔
っ
て
い
る
心
地
が
し
て
」
と
い
う
意
味
。「
て
ろ
つ
く
て
ん
」
は
太
鼓
の

音
。「
て
れ
つ
く
て
ん
」
が
普
通
の
太
鼓
の
音
で
あ
る
が
、「
れ
」
を
「
ろ
」
に
し

た
だ
け
で
、
春
ら
し
い
だ
ら
り
と
し
た
気
分
も
出
て
く
る
し
、
滑
稽
感
も
出
て
く

る
。
も
ち
ろ
ん
、
太
鼓
の
音
「
て
ろ
つ
く
て
ん
」
の
「
て
ん
」
に
は
、「
天
」
の
意

味
を
掛
け
て
、
下
の
「
花
に
酔
へ
る
心
地
し
て
」
の
文
脈
に
つ
な
げ
て
い
る
。
掛

け
言
葉
で
あ
る
こ
と
は
、「
て
ろ
つ
く
天
」
と
わ
ざ
わ
ざ
漢
字
表
記
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
明
ら
か
。 

こ
ん
な
狂
歌
も
あ
る
。 

 

顔
見
世
の
朝
の
雑
煮
を 

三
番
叟 

鈴
菜
を
入
れ
て 

顔
見
せ
の 

雑
煮
の
汁
も 

た
ら
り
ら
ら
り
ら
（「
徳

和
歌
後
萬
載
集
」『
川
柳
狂
歌
集
』
大
系
） 

詞
書
に
、「
顔
見
世
興
行
の
朝
の
縁
起
物
の
雑
煮
を
」
と
あ
る
。「
朝
一
番
の
三

番
叟
で
は
鈴
を
振
っ
て
舞
う
が
、
鈴
菜
を
朝
の
雑
煮
に
入
れ
る
と
、
そ
れ
に
呼
応

し
て
雑
煮
の
汁
が
た
ら
り
ら
ら
り
ら
と
笛
の
音
を
奏
で
る
よ
」
と
い
っ
た
意
味
の

狂
歌
。
雑
煮
の
汁
の
垂
れ
る
様
子
を
表
す
「
た
ら
り
」
に
、
三
番
叟
で
奏
で
ら
れ

る
笛
の
音
「
た
ら
り
ら
ら
り
ら
」
を
言
い
掛
け
た
も
の
。 

ま
た
、
楽
器
の
音
に
一
音
だ
け
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
掛
詞
に
仕
組
ん
で
い

る
場
合
も
あ
る
。 

光
り
輝
く
は
く
や
芸
子
に
い
か
な
粋
め
も
現
ぬ
か
し
て
、
ぐ
ど
ん
ど
ろ
つ
く

ど
ろ
つ
く
や
（
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」『
浄
瑠
璃
集
（
上
）』
大
系
） 

浄
瑠
璃
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
の
遊
郭
の
場
面
で
あ
る
。「
光
り
輝
く
遊
女
や
芸

妓
に
、
遊
里
の
事
情
に
通
じ
て
い
る
粋
人
ま
で
も
心
を
奪
わ
れ
愚
鈍
に
な
っ
て
、

ぐ
ど
ん
ど
ろ
つ
く
ど
ろ
つ
く
と
太
鼓
遊
び
に
明
け
暮
れ
」
と
い
う
意
味
。「
は
く
」

は
「

し
ろ
う
と

白
人
」
の
音
読
み
で
、
も
と
も
と
は
、
歌
舞
な
ど
の
芸
の
な
い
私
娼
を
さ
し

た
。
後
に
広
く
遊
女
を
さ
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、「
遊
女
」
と
訳
し
て
お
い
た
。 



 

（
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「
ど
ん
ど
ろ
つ
く
ど
ろ
つ
く
」
が
本
来
の
太
鼓
の
音
。
そ
の
音
の
冒
頭
に
「
ぐ
」

の
音
を
付
加
し
て
、
臨
時
的
に
太
鼓
の
音
を
「
ぐ
ど
ん
ど
ろ
つ
く
ど
ろ
つ
く
」
と

し
て
、「
愚
鈍
」
の
意
味
を
掛
け
た
も
の
。 

楽
器
の
音
の
末
尾
に
一
音
を
加
え
て
、
掛
詞
に
し
て
い
る
例
も
あ
る
。 

は
う
ろ

く

焙
烙

づ

き

ん

頭
巾
の
青
道
心
、

す

み墨
の
衣
の
玉

だ
す
き

襷

見
物
ぞ
め
き
に
取
り
巻
か
れ
、

か

ね鉦
の

ひ

ゃ
う

し

拍
子
も

で

あ

ひ

出
合
ひ
ご
ん
ご
ん
、
ほ
て
て
ん
ほ
て
て
ん
ご
念
仏
に
あ
だ
口
か
み
ま

ぜ
て
（
「
心
中
天
の
網
島
」『
近
松
浄
瑠
璃
集
（上
）
』） 

「
大
黒
頭
巾
を
か
ぶ
っ
た
生
臭
坊
主
が
、
墨
染
の
衣
を
着
て
襷
を
か
け
、
見
物

衆
に
取
り
巻
か
れ
、
鉦
の
拍
子
も
で
ま
か
せ
に
、
ご
ん
ご
ん
、
ほ
て
て
ん
ほ
て
て

ん
と
打
ち
、
ほ
て
て
ん
ご
（
＝
悪
ふ
ざ
け
）
の
念
仏
に
無
駄
口
を
ま
じ
え
て
」
と

い
う
意
味
。
実
際
の
鉦
の
音
「
ご
ん
ご
ん
、
ほ
て
て
ん
ほ
て
て
ん
」
の
末
尾
に
「
ご
」

と
い
う
音
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
ほ
て
て
ん
ご
」
と
い
う
普
通
語
と
の
掛
詞

に
し
て
い
る
。 

こ
ん
な
ふ
う
に
、
楽
器
の
音
を
掛
詞
と
し
て
用
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
来
た
。
調
査
す
る
前
は
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
楽
器
の

音
の
表
現
力
に
驚
か
さ
れ
た
。 

最
後
に
、
め
っ
ぽ
う
口
調
の
い
い
し
り
と
り
型
の
掛
詞
の
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。 

釈
迦
も
昔
は
、
あ
ら
ら
仙
人
、
鐘
つ
く
つ
く
つ
く
つ
っ
て
ん
て
ん
か
、
い
ふ
も
く
だ
た

そ
、
ほ
ほ
ほ
ほ
、
く
だ
た
そ
（
「
ぎ
お
ん
大
ま
つ
り
」
『
近
世
子
ど
も
の
絵
本
集 

江

戸
篇
』） 

「
お
釈
迦
さ
ま
も
昔
は
あ
ら
ら
仙
人
に
つ
い
て
修
行
を
し
、
鐘
を
つ
く
、
つ
く

つ
く
つ
く
つ
っ
て
ん
て
ん
、
天
下
を
、
語
る
も
落
ち
る
が
、
ほ
ほ
ほ
ほ
、
語
る
も

落
ち
る
が
」
と
一
応
訳
せ
る
。
具
体
的
な
意
味
は
と
も
か
く
、
口
調
が
良
い
こ
と

こ
の
上
な
い
。
注
目
箇
所
は
、「
つ
く
つ
く
つ
く
つ
っ
て
ん
て
ん
か
」。「
つ
く
つ
く

つ
く
つ
っ
て
ん
て
ん
」
が
、
太
鼓
の
音
を
写
す
擬
音
語
。「
鐘
つ
く
」
と
言
っ
た
の

で
、
そ
こ
か
ら
「
つ
く
つ
く
つ
っ
て
ん
て
ん
」
と
い
う
太
鼓
の
音
が
で
て
く
る
。

さ
ら
に
、
太
鼓
の
音
「
て
ん
て
ん
」
か
ら
「
天
下
」
と
い
う
普
通
語
が
出
て
く
る
。

し
り
と
り
型
の
展
開
で
あ
る
。
普
通
語
か
ら
楽
器
の
音
へ
、
楽
器
の
音
か
ら
普
通

語
へ
と
い
う
文
脈
展
開
を
し
て
い
る
。こ
う
し
た
展
開
の
要
に
な
っ
て
い
る
の
が
、

太
鼓
の
音
「
つ
く
つ
く
つ
っ
て
ん
て
ん
」。 

こ
ん
な
ふ
う
に
、
楽
器
音
を
写
す
擬
音
語
は
、
掛
詞
に
な
っ
て
活
躍
し
て
い
る
。 

 

十
一 

楽
器
の
音
が
話
の
オ
チ
に
な
る 

楽
器
の
音
を
写
す
擬
音
語
は
、
さ
ら
に
話
の
オ
チ
に
な
っ
て
活
躍
す
る
。
そ
れ

は
、
特
に
噺
本
ジ
ャ
ン
ル
で
顕
著
な
特
色
と
な
っ
て
浮
上
し
て
く
る
。
し
か
も
、

オ
チ
に
な
る
楽
器
音
の
多
く
は
、
江
戸
時
代
に
隆
盛
を
誇
っ
た
三
味
線
の
音
。「
魚

が
三
味
線
引
く
事
」（『
軽
口
露
が
は
な
し
』）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
話
が
あ
る
。 

歓
談
を
し
て
い
る
時
に
、
九
州
か
ら
船
で
京
都
に
登
っ
て
来
た
人
が
言
う
、「
三

味
線
は
人
間
ば
か
り
の
楽
し
み
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
海
底
の
魚
も
よ
く
弾
い
て

い
る
」
と
。「
し
か
も
、
小
唄
に
合
わ
せ
て

た

ら鱈
と

ふ

ぐ

河
豚
が
毎
日
弾
い
て
い
る
。」 

何

と
弾
い
て
い
る
の
か
。 

た
ん
た
ら
ふ
く
つ
る
て
ん
、
た
ん
た
ら
ふ
く
つ
る
て
ん
と
引
く
。
（『
江
戸
笑

話
集
』
大
系
） 

話
は
こ
れ
で
終
わ
っ
て
い
る
。
三
味
線
音
「
た
ん
た
ら
ふ
く
つ
る
て
ん
」
に
「
鱈
」

と
「
河
豚
」
を
入
れ
込
ん
で
オ
チ
に
し
た
の
だ
。
当
時
は
「
河
豚
」
の
こ
と
を
「
ふ

ぐ
」
で
は
な
く
、「
ふ
く
」
と
呼
ん
で
い
た
。
室
町
末
期
の
『
日
葡
辞
書
』
に
も
、



 

（
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「Fu
cu

（
ふ
く
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
明
ら
か
で
あ
る
。「
た
ん
た
ら
ふ
く

つ
る
て
ん
」
に
は
、「
た
ら
」
と
「
ふ
く
」
と
い
う
魚
名
そ
の
も
の
を
入
れ
込
ん
で

あ
る
の
で
、「
ふ
ぐ
」
と
呼
ぶ
現
代
人
よ
り
も
も
っ
と
面
白
く
感
じ
ら
れ
た
オ
チ
で

あ
ろ
う
。 

ま
た
、「
名
鳥
」（『
飛
談
語
』）
と
い
う
題
名
の
話
が
あ
る
。
主
人
を
喜
ば
せ
よ

う
と
、
使
用
人
は
、
三
味
線
の
音
を
ま
ね
る
と
い
う
珍
し
い
鳥
を
高
音
で
買
っ
て

き
た
。
主
人
は
上
機
嫌
。
訪
れ
た
客
に
そ
の
鳥
の
声
を
聴
か
せ
よ
う
と
し
た
が
、

終
日
泣
か
な
い
。
客
が
帰
っ
た
後
、
鳥
を
買
っ
て
来
た
使
用
人
は
、
主
人
か
ら
こ

っ
ぴ
ど
く
叱
ら
れ
、
鳥
も
突
き
返
さ
れ
る
。
使
用
人
は
、
切
腹
し
て
主
人
に
詫
び

よ
う
と
す
る
。
す
る
と
、
鳥
は
鳴
い
た
。 

て
て
て
ん
て
て
て
ん
、
つ
つ
て
ち
ち
ん
。（『
噺
本
大
系
』
巻
九
） 

こ
の
三
味
線
の
音
で
話
は
お
し
ま
い
。
話
の
オ
チ
に
使
わ
れ
て
い
る
「
て
て
て

ん
て
て
て
ん
、
つ
つ
て
ち
ち
ん
」
は
、
歌
舞
伎
の
切
腹
場
面
な
ど
で
演
奏
さ
れ
る

三
味
線
の
音
。
そ
れ
を
鳥
が
に
わ
か
に
や
っ
て
見
せ
た
の
だ
。 

ま
た
、
こ
ん
な
話
も
。「
三
味
線
の
も
の
ず
き
」（『
正
直
咄
大
鑑
』）
と
題
さ
れ

た
話
。
物
好
き
が
三
味
線
の
胴
を
桐
の
木
で
、
棹
を

し

た

ん

紫
檀
で
作
っ
て
く
れ
と
い
う

注
文
を
出
し
た
。
す
る
と
、
細
工
人
は
、「
そ
れ
は
ご
法
度
で
作
れ
な
い
」
と
い
う
。

な
ぜ
な
ら
、「
胴
を
桐
、
棹
を
紫
檀
に
す
れ
ば
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
な
っ
て
し
ま
う
」

と
。
あ
ま
つ
さ
え
、
そ
の
音
色
さ
え
「
ご
法
度
で
あ
る
」
と
い
う
。
桑
や
花
梨
や

た

が

や

さ

ん

鉄
刀
木
の
よ
う
な
固
い
木
で
あ
れ
ば
音
色
も
い
い
が
、 

桐
で
は
響
き
が
悪
う
て
、
ば
て
れ
ん
ば
て
れ
ん
と
な
り
ま
す
と
云
ふ
た
。（『
噺

本
大
系
』
巻
五
） 

三
味
線
の
材
質
の
「
桐
」「
紫
檀
」
か
ら
「
キ
リ
シ
タ
ン
」
を
出
し
、
最
後
に
三

味
線
の
音
「
ば
て
れ
ん
ば
て
れ
ん
」
で
、
話
を
落
と
し
て
い
る
。
話
の
オ
チ
に
使

わ
れ
た
三
味
線
の
音
で
あ
る
。
柔
ら
か
い
木
で
作
っ
た
三
味
線
は
確
か
に
「
ば
て

れ
ん
ば
て
れ
ん
」
と
い
う
音
が
し
そ
う
な
と
こ
ろ
が
説
得
力
に
富
む
。 

こ
ん
な
ふ
う
に
、
楽
器
の
音
は
、
単
に
楽
器
の
音
を
表
す
だ
け
で
な
く
、
掛
詞

に
な
っ
た
り
、
話
の
オ
チ
に
な
っ
た
り
し
て
活
躍
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
、
江
戸
時
代
に
楽
器
音
を
写
す
擬
音
語
が
活
況
を
呈
し

た
の
か
。 

 

十
二 

楽
器
の
大
衆
化 

以
下
に
述
べ
て
い
く
よ
う
な
、
三
つ
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
は
、
楽

器
の
大
衆
化
で
あ
る
。
室
町
時
代
ま
で
は
、
楽
器
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
職
業
人
か
特
権
階
級
に
限
ら
れ
て
い
た
。 

ま
ず
、
楽
器
を
弾
か
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
職
業
人
は
、
当
然
楽
器
を
手
に

す
る
。
た
と
え
ば
、
琵
琶
法
師
と
か
、
能
楽
師
と
か
狂
言
師
な
ど
。
そ
の
他
の
人

間
は
、
楽
器
と
は
縁
の
薄
い
生
活
を
営
ん
で
い
る
。 

ま
た
、
楽
器
は
、
貴
重
で
高
級
な
物
で
あ
る
か
ら
、
経
済
的
に
余
裕
の
あ
る
特

権
階
級
し
か
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
楽
器
が
ど
ん
な
に
貴
重
で
あ
っ
た
か

は
、
名
器
と
呼
ば
れ
る
楽
器
に
は
人
間
と
同
じ
よ
う
に
名
前
が
つ
い
て
い
る
こ
と

や
代
々
子
孫
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
か
ら
も
分
か
る
。 

『
枕
草
子
』
の
「
無
名
と
い
ふ
琵
琶
」
の
章
段
に
は
、
琵
琶
の
名
前
と
し
て

「
げ
ん
じ
や
う

玄
上
」
「

ぼ

く

ば

牧
馬
」
「

む
み
や
う

無
名
」
、
横
笛
の
名
と
し
て
「

す

い
ろ
う

水
竜
」
「

こ小
水
竜
」
「
い
な
か

へ
じ
」、
和
琴
の
名
前
と
し
て
「

く

ち

め

朽
目
」「

し
ほ

が
ま

塩
釜
」「

ふ

た
ぬ
き

二
貫
」
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。 



 

（
九
九
） 

ま
た
、
名
器
と
呼
ば
れ
る
楽
器
は
、
代
々
子
孫
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。『
う
つ

ほ
物
語
』
で
は
、「
な
ん
風
」「
は
し
風
」
と
い
う
名
の
琴
は
、
由
緒
正
し
い
血
統

で
継
承
さ
れ
て
い
る
。『
源
氏
物
語
』
で
も
、
柏
木
の
所
持
し
て
い
た
横
笛
は
、
実

の
息
子
で
あ
る
薫
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。『
平
家
物
語
』
で
は
、
平
忠
盛
が
鳥
羽
院

か
ら
賜
っ
た
笛
は
、
孫
の
美
青
年
・
敦
盛
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
わ
け
で
、

一
般
人
が
楽
器
を
手
に
す
る
こ
と
な
ど
、
夢
の
ま
た
夢
で
あ
っ
た
。 

と
こ
ろ
が
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
一
般
の
庶
民
た
ち
が
楽
器
を
手
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
楽
器
の
大
衆
化
で
あ
る
。
町
娘
ま
で
が
、
三
味
線

を
習
い
、
お
琴
を
習
う
時
代
に
な
っ
た
。『
浮
世
風
呂
』
で
は
、
普
通
の
町
娘
が
こ

ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。 

あ

さ朝
む
っ
く
り
起
き
る
と
、て

な

れ
へ

手
習
の
お

し師
さ
ん
へ
行
っ
て
お

ざ座
を
出
し
て
来
て
、

そ
れ
か
ら

し

ゃ

み

せ

ん

三
味
線
の
お

し師
さ
ん
の

と

こ所
へ

あ

さ

げ

い

こ

朝
稽
古
に
ま
ゐ
っ
て
ね
。

う

ち内
へ

か

へ帰
っ

て
あ
さ
ま
ん
ま

朝
飯
を
た
べ
て

を

ど踊
り
の
稽
古
か
ら
お
手
習
へ

ま

は廻
っ
て
、
お

や八
ツ
も
下
が
っ

て
か
ら
湯
へ
行
っ
て
参
る
と
、
直
ぐ
に
お

こ

と琴
の

お
っ
し
ゃ
う

御
師
匠
さ
ん
へ
行
っ
て
、
そ

れ
か
ら
帰
っ
て
三
味
線
や
踊
り
の
お
さ
ら
ひ
さ
。
…
日
が
暮
れ
る
と
又
お
琴

の
お
さ
ら
ひ
さ
。（『
浮
世
風
呂
』
三
編
の
上
） 

 

娘
の
発
言
か
ら
、
町
娘
の
一
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
伺
え
る
。
朝
起
き
抜
け
で

習
字
教
室
に
行
っ
て
、
授
業
の
た
め
に
机
を
並
べ
て
お
く
。
そ
れ
か
ら
三
味
線
の

朝
稽
古
に
行
き
、
帰
っ
て
か
ら
よ
う
や
く
朝
食
を
と
る
。
そ
れ
か
ら
踊
り
の
お
稽

古
に
行
き
、
さ
ら
に
お
習
字
の
稽
古
を
し
、
お
や
つ
を
食
べ
て
か
ら
銭
湯
に
行
く
。

そ
れ
か
ら
お
琴
の
お
稽
古
に
行
き
、
帰
っ
て
か
ら
三
味
線
と
踊
り
の
お
さ
ら
い
を

す
る
。
日
暮
れ
に
は
お
琴
の
お
さ
ら
い
を
す
る
と
言
っ
て
い
る
。
家
で
三
味
線
や

お
琴
の
お
さ
ら
い
を
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
家
に
そ
れ
ら
の
楽
器
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
一
般
の
町
娘
の
家
で
も
、
購
入
で
き
る
ほ
ど
楽
器
が
手
に
入
り
や
す

く
な
っ
た
の
だ
。 

さ
ら
に
、
楽
器
が
大
衆
化
し
て
い
る
こ
と
は
、
素
人
向
け
の
譜
本
が
お
び
た
だ

し
く
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
証
拠
立
て
ら
れ
る
（
注
11

）
。『
糸
竹
初
心
集
』（
寛

文
四
年
（
一
六
六
四
年
））
を
は
じ
め
、『
琴
曲
指
譜
』（
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
）
、

『
し
ゃ
み
せ
ん

三
絃

ひ
と
り

独
げ

い

こ

稽
古
』（
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
年
））
な
ど
と
。
多
数
の
譜
本
が
刊

行
さ
れ
、
そ
れ
が
商
売
と
し
て
成
り
立
つ
ほ
ど
売
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

楽
器
の
独
習
の
た
め
の
譜
本
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
ど
こ
か
に
習
い
に
行
か
な
く

て
も
、
楽
器
を
手
に
入
れ
、
一
人
で
学
習
し
て
い
る
人
も
大
勢
い
た
こ
と
が
分
か

る
。 楽

器
を
手
に
入
れ
や
す
い
時
代
と
い
う
の
は
、
多
く
の
人
間
が
楽
器
に
親
し
む

機
会
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
楽
器
の
音
が
人
々
の
関
心

を
ひ
く
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
楽
器
の
音
を
写
す
擬
音
語
が
出
現
し
や
す
い
第

一
の
要
因
で
あ
る
。 

 

十
三 

楽
器
の
音
を
写
せ
る
「
唱
歌
」 

第
二
の
要
因
は
、
楽
器
の
音
を
す
ぐ
に
擬
音
語
で
表
現
で
き
る
ツ
ー
ル
を
手
に

入
れ
て
い
る
こ
と
。
具
体
的
に
は
「
唱
歌
」
で
あ
る
。
楽
器
の
演
奏
を
覚
え
る
た

め
に
は
、
旋
律
や
奏
法
を
ま
ず
は
記
憶
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
太
鼓
や
三
味
線

や
笛
と
い
っ
た
楽
器
は
、
多
く
擬
音
語
由
来
の
楽
譜
を
、
口
で
唱
え
て
演
奏
を
覚

え
る
。
い
わ
ゆ
る
「
唱
歌
」
で
あ
る
。
三
味
線
な
ど
、「
口
三
味
線
」
と
い
う
特
別

な
言
葉
が
あ
る
ほ
ど
、「
唱
歌
」
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
三
味
線
が
な
く
て
も
、
銭
湯

の
湯
舟
に
つ
か
り
な
が
ら
、 



 

（
一
〇
〇
）

ゐ居
た
り

た

つ立
た
り
す
る
中
に
、

ね寝
て
て
ん
つ
る
の

く
ち
ざ
み
せ
ん

口
三
絃
は
、
湯
舟
の
隅
に

か
が
み

屈

ゐ居
る

げ

い芸
な
し

ざ

る猿
の

た
は
む

戯
れ

ぐ

ち口
。
（『
浮
世
風
呂
』
前
編
巻
の
上
） 

湯
舟
に
寝
転
が
り
な
が
ら
「
て
ん
つ
る
て
ん
つ
る
」
と
、
口
で
三
味
線
を
弾
い

て
い
る
の
だ
。
擬
音
語
由
来
の
楽
譜
で
あ
る
か
ら
、
口
三
味
線
を
唱
え
る
と
、
三

味
線
を
弾
い
て
い
る
の
と
同
じ
気
分
に
な
れ
る
。
現
に
、
楽
器
が
故
障
し
た
り
し

た
時
に
、
急
遽
、「
唱
歌
」
に
変
更
し
て
急
場
し
の
ぎ
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
は
、

ま
さ
に
、「
唱
歌
」
に
そ
う
い
う
効
果
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

こ
ん
な
ふ
う
に
、
擬
音
語
由
来
の
楽
譜
を
記
憶
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
楽

器
の
音
を
聞
い
た
時
に
す
ぐ
に
そ
の
音
を
擬
音
語
で
写
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
楽
器
の
音
を
写
す
擬
音
語
が
出
現
し
や
す
い
下
地
が
で
き
て
い
た

の
で
あ
る
。 

 

十
四 

楽
器
の
音
に
囲
ま
れ
た
生
活 

 

第
三
の
要
因
は
、
楽
器
の
音
が
日
常
生
活
に
溢
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
写
し
た

く
な
る
環
境
で
あ
っ
た
こ
と
。
ま
ず
、
江
戸
時
代
の
人
々
は
娯
楽
と
し
て
歌
舞
伎

に
親
し
み
、
そ
こ
で
演
奏
さ
れ
る
下
座
音
楽
を
始
終
耳
に
し
て
い
た
。
こ
ん
な
句

が
あ
る
。 

と
っ
ぱ
ひ
や
ろ
か
ら
見
て
ゐ
る
ば
か
ら
し
さ
（『
誹
風
柳
多
留
』
一
三
篇
） 

「
と
っ
ぱ
ひ
や
ろ
」
と
い
う
の
は
歌
舞
伎
の
序
幕
の
前
に
祝
儀
と
し
て
舞
う
三

番
叟
の
こ
と
。
そ
の
囃
子
の
笛
の
音
「
と
っ
ぱ
ひ
や
ろ
」
か
ら
三
番
叟
を
意
味
す

る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
。
三
番
叟
は
、
毎
朝
早
朝
に
舞
う
。
三
番
叟
か
ら
見
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
朝
一
番
か
ら
一
日
中
歌
舞
伎
を
見
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
ひ

が
な
一
日
歌
舞
伎
に
つ
き
あ
う
人
が
い
る
ほ
ど
、
歌
舞
伎
が
生
活
に
入
り
込
ん
で

い
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
歌
舞
伎
の
三
番
叟
の
囃
子
の
音
楽
を
お
な
ら
で
真
似
し
て
見
せ
る
見
世
物

ま
で
あ
っ
た
。
場
所
は
、
江
戸
の
両
国
橋
の
た
も
と
に
あ
る
見
世
物
小
屋
。 

三
番
叟
屁
、「
ト
ッ
パ
ヒ
ョ
ロ
ヒ
ョ
ロ
ヒ
ッ
ヒ
ッ
ヒ
ッ
」
と
拍
子
よ
く
、（「
放

屁
論
」『
風
来
山
人
集
』
大
系
） 

お
な
ら
で
三
番
叟
の
囃
子
の
笛
の
音
を
や
っ
て
見
せ
て
い
る
。
歌
舞
伎
の
三
番

叟
の
音
楽
そ
の
も
の
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
成
り
立
た
な
い
見
世
物
で
あ
る
。
み
ん

な
が
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
笑
い
が
取
れ
る
わ
け
だ
。 

ま
た
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
子
供
の
親
し
む
草
双
紙
に
は
、
歌
舞
伎
の
趣

向
と
音
楽
を
取
り
入
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
。「
一
番
目
始
ま
り
始
ま
り
。
ど
ろ
ど
ろ

ど
ん
ど
ん
」「
ま
ず
今
日
は
こ
れ
き
り
。
ど
ん
ど
ん
ど
ん
」
と
、
歌
舞
伎
の
幕
明
け

や
幕
切
れ
の
趣
向
を
取
り
込
ん
で
い
た
。
子
供
た
ち
に
も
歌
舞
伎
の
音
楽
は
理
解

可
能
な
ほ
ど
に
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
の
だ
。
歌
舞
伎
は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て

は
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
広
く
楽
し
ま
れ
た
娯
楽
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
演
奏
さ

れ
る
楽
器
の
音
も
、
彼
ら
の
周
知
の
も
の
で
あ
っ
た
。 

ま
た
、
江
戸
時
代
の
人
は
、
楽
器
演
奏
の
見
世
物
に
も
日
常
的
に
親
し
ん
で
い

た
。
た
と
え
ば
、
神
社
の
境
内
で
は
、
一
人
で
何
人
前
か
の
楽
器
を
鳴
ら
す
芸
が

大
流
行
り
。
黄
表
紙
『

じ

だ

い

せ

わ

時
代
世
話

に
て
う
つ
づ
み

二
挺
鼓
』
に
は
、
そ
の
音
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

ち
ん
つ
ん 

チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
ト
ン
ト
ン
ビ
イ
ラ
リ
ヒ
ヤ
ウ
（
『
黄
表
紙
・
川

柳
・
狂
歌
』
全
集
） 

一
人
で
三
味
線
を
弾
き
、
鉦
や
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、
笛
な
ど
を
吹
い
て
、
八

人
が
か
り
で
や
る
楽
器
演
奏
を
一
人
で
や
っ
て
見
せ
る
芸
。
こ
ん
な
芸
を
楽
し
ん

で
見
て
い
た
の
で
あ
る
。 



 

（
一
〇
一
）

ま
た
、
男
た
ち
の
通
う
遊
郭
に
は
太
鼓
の
音
や
遊
女
た
ち
の
弾
く
三
味
線
の
音

が
響
き
渡
っ
て
い
る
。
一
方
街
に
は
托
鉢
に
使
う
楽
器
の
音
や
物
売
り
・
迷
子
探

し
に
使
う
楽
器
音
が
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
る
。
演
奏
に
使
わ
れ
た
の
で
は
な
い
楽

器
の
音
が
。
た
と
え
ば
、
托
鉢
の
音
。 

も
く
ぎ
ょ
を
た
た
く
ぼ
う
さ
ま
「
な
む
あ
み
だ
ぶ
な
む
あ
み
だ
ぶ
。
な
む
あ

み
だ
ぶ
。」
ポ
ク
ポ
ク
ポ
ク
ポ
ク
。（『
浮
世
風
呂
』
前
編
巻
の
上
） 

木
魚
を
叩
き
な
が
ら
「
な
む
あ
み
だ
ぶ
」
と
唱
え
た
坊
様
は
、
さ
ら
に
祈
祷
の

言
葉
を
述
べ
、
店
の
番
頭
か
ら
お
布
施
を
も
ら
う
。
木
魚
の
音
「
ポ
ク
ポ
ク
ポ
ク

ポ
ク
」。
こ
の
場
面
の
直
後
に
は
、
出
家
し
た
女
性
の
比
丘
尼
が
二
人
連
れ
で
や
っ

て
き
て
、「
チ
リ
リ
ン
、
チ
リ
リ
ン
」
と
鈴
の
音
を
さ
せ
る
。
お
布
施
を
も
ら
う
と
、

「
ア
イ
、
お
あ
り
が
た
う
。
に
ゃ
ん
ま
み
じ
ゃ
ぶ
、
に
ゃ
ん
ま
み
じ
ゃ
ぶ
」
と
お

ざ
な
り
の
唱
え
ご
と
を
し
て
去
っ
て
い
く
。
こ
ん
な
ふ
う
に
江
戸
の
往
来
は
托
鉢

に
使
わ
れ
た
楽
器
の
音
も
し
ば
し
ば
聞
こ
え
る
。 

ま
た
、
大
道
の
物
売
り
も
楽
器
を
使
っ
て
客
寄
せ
を
し
て
い
る
。 

先
へ
「
せ
り
か
う
（=

芹
を
お
買
い
な
さ
い
）」
と
節
に
う
た
へ
ば
、
あ
と
か

ら
「
た
ん
ぽ
ぽ
た
ん
ぽ
ぽ
」
と
打
っ
て
候
（「
た
ん
ぽ
ぽ
の
囃
子
」『
醒
酔
笑
』

巻
八
） 

こ
れ
は
、
春
の
野
菜
売
り
の
笑
話
。「
芹
」
の
後
に
鼓
を
「
た
ん
ぽ
ぽ
た
ん
ぽ
ぽ
」

と
打
っ
て
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
も
お
買
い
な
さ
い
と
い
う
の
だ
。 

さ
ら
に
、
街
に
は
迷
子
探
し
の
楽
器
の
音
も
響
い
て
い
る
。
江
戸
の
街
に
は
迷

子
が
多
か
っ
た
。 

・「
迷
ひ
子
の

え

ん

ま

さ

ま

焔
广
様
」
と
、
へ
ち
ま
な
地
口
口
々
に
、
鉦
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
と
打

鳴
ら
し
、
蔵
前
さ
し
て
尋
ね
行
く
。
（
「
根
無
草
」
後
編
一
巻
、
『
風
来
山
人

集
』） 

・
「
ぶ
た
七
ヤ
ア
～
。
ぶ
た
七
ヤ
ア
ア
イ
。
ど
ど
ど
ん
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
。」（『
浮

世
風
呂
』
前
編
巻
の
上
） 

迷
子
探
し
は
、
鉦
を
「
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
」
と
打
ち
鳴
ら
し
た
り
、
そ
れ
に
太
鼓

を
加
え
て
「
ど
ど
ど
ん
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
」
と
楽
器
を
打
ち
鳴
ら
し
た
り
し
な
が
ら

行
な
っ
て
い
る
。
大
道
は
、
生
の
楽
器
の
音
が
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
た
。 

こ
ん
な
ふ
う
に
、
江
戸
時
代
の
人
々
は
、
日
常
的
に
楽
器
の
音
に
囲
ま
れ
て
い

た
。
楽
器
の
音
を
記
し
た
く
な
る
環
境
に
あ
っ
た
の
だ
。
こ
れ
が
第
三
の
要
因
で

あ
る
。 

ま
と
め
れ
ば
、
江
戸
時
代
の
作
品
に
楽
器
を
写
す
擬
音
語
が
多
数
出
現
す
る
の

は
、
①
楽
器
が
大
衆
化
し
た
こ
と
、
②
楽
器
の
音
を
表
現
し
や
す
い
擬
音
語
由
来

の
楽
譜
が
あ
り
、「
唱
歌
」
と
し
て
そ
れ
を
記
憶
し
て
い
た
こ
と
、
③
楽
器
の
音
が

巷
に
溢
れ
、
そ
れ
を
写
し
た
く
な
る
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
う
い
う

状
況
に
あ
る
江
戸
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
他
の
時
代
に
見
ら
れ
な
い
ほ
ど
楽
器
の
音

を
写
す
擬
音
語
が
頻
出
し
た
、
そ
う
考
え
ら
れ
る
。 

 

十
五 

近
現
代
の
楽
器
の
音 

明
治
時
代
以
降
に
な
る
と
、
楽
器
の
音
を
写
す
擬
音
語
は
あ
ま
り
出
現
し
な
く

な
る
。
拙
稿
「
楽
器
の
音
を
写
す
擬
音
語
―
古
代
・
中
世
―
」
の
冒
頭
部
分
に
示

し
た
デ
ー
タ
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

江
戸
時
代
の
歌
謡
集
『
松
の
葉
』
で
は
、
総
曲
数
に
対
す
る
楽
器
の
出
現
す
る

曲
数
は
、
六
・
四
％
。
そ
れ
に
対
し
、
明
治
以
降
の
『
日
本
童
謡
集
』（
岩
波
文
庫
）

の
そ
れ
は
、
〇
・
六
％
。『
日
本
の
唱
歌
（
上
）
明
治
篇
』『
日
本
の
唱
歌
（
中
）



 

（
一
〇
二
）

大
正
・
昭
和
篇
』『
日
本
の
唱
歌
（
下
）
学
生
歌
・
軍
歌
・
宗
教
歌
』（
い
ず
れ
も

講
談
社
文
庫
）
で
の
出
現
率
は
、
一
・
〇
％
。『
歌
謡
曲
の
す
べ
て 

歌
詞
集
』（
全

音
楽
譜
出
版
社
）
で
の
出
現
率
は
、
〇
・
五
％
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
の
『
松
の

葉
』
の
出
現
率
に
遠
く
及
ば
な
か
っ
た
。 

さ
ら
に
、
擬
音
語
・
擬
態
語
を
よ
く
使
う
作
家
の
一
人
で
あ
る
夏
目
漱
石
の
多

く
の
作
品
を
調
査
し
て
も
（
注
12

）
、
楽
器
音
を
写
す
擬
音
語
は
、「
こ
ろ
り
ん
（
琴
の

音
）」「
ぽ
こ
ぽ
ん
（
太
鼓
の
音
）」「
ど
ん
ち
ゃ
ん
ど
ん
ち
ゃ
ん
（
囃
子
の
音
）」
の

三
種
類
で
あ
っ
た
。
演
奏
で
は
な
い
音
と
し
て
は
、
迷
子
探
し
に
使
わ
れ
た
太
鼓

と
鉦
の
音
「
ど
ん
ど
こ
ど
ん
の
ち
ゃ
ん
ち
き
り
ん
」
が
見
ら
れ
る
。
漱
石
は
作
品

集
全
体
で
擬
音
語
・
擬
態
語
を
六
七
四
種
類
も
使
っ
て
い
る
か
ら
、
楽
器
音
の
占

め
る
比
率
は
一
％
に
も
満
た
な
い
。 

ま
た
、
児
童
の
読
み
物
も
、『
絵
本
の
語
彙
』（
国
立
国
語
研
究
所
、
一
九
九
四

年
）
で
調
査
し
て
み
た
（
注
13

）
。
こ
の
研
究
報
告
書
は
、
翻
訳
絵
本
か
ら
日
本
の
昔

話
絵
本
に
至
る
ま
で
の
一
三
八
冊
に
見
ら
れ
る
語
彙
を
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
見
ら
れ
る
楽
器
の
音
は
、
わ
ず
か
五
種
類
。「
て
ぃ
り
り
り
（
バ
イ
オ
リ
ン

の
音
）」「
て
れ
れ
っ
て
と
ろ
ろ
っ
と
ぶ
る
る
っ
ぶ
た
っ
た
た
あ
（
ラ
ッ
パ
の
音
）」

「
ぴ
い
い
（
笛
の
音
）」「
ひ
ゃ
あ
な
い
ぴ
い
な
い
（
指
笛
の
音
）」
「
ふ
い
っ
（
指

笛
の
音
）」で
あ
る
。
一
三
八
冊
の
絵
本
に
見
ら
れ
る
擬
音
語
・
擬
態
語
の
総
数
は
、

五
七
三
種
類
。
だ
か
ら
、
楽
器
音
の
占
め
る
比
率
は
、
や
は
り
一
％
に
も
達
し
な

い
。 こ

う
し
て
、
明
治
以
降
で
は
、
楽
器
音
の
出
現
す
る
度
合
い
が
、
江
戸
時
代
に

比
べ
て
め
っ
き
り
減
少
し
た
こ
と
が
分
か
る
。 

な
ぜ
、
明
治
時
代
以
降
の
近
現
代
は
、
楽
器
の
音
を
写
す
擬
音
語
が
減
少
し
て

し
ま
っ
た
の
か
。
一
番
大
き
な
理
由
は
、
西
洋
音
楽
の
流
入
に
と
も
な
っ
て
、
擬

音
語
由
来
の
楽
譜
を
「
唱
歌
」
す
る
系
譜
が
途
絶
え
始
め
た
こ
と
で
あ
る
。
西
洋

か
ら
入
っ
て
来
た
ピ
ア
ノ
や
フ
ル
ー
ト
な
ど
の
洋
楽
器
の
奏
法
は
、
五
線
譜
や
数

字
譜
で
学
ぶ
。
五
線
譜
の
ド
レ
ミ
フ
ァ
ソ
ラ
シ
ド
や
弦
を
表
す
数
字
に
よ
る
楽
譜

は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
同
じ
く
、
無
機
的
な
一
種
の
記
号
や
符
号
で
あ
る
。
そ

れ
ら
か
ら
成
り
立
つ
楽
譜
は
、
い
く
ら
唱
え
て
も
、
擬
音
語
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。

楽
器
の
音
を
写
す
擬
音
語
が
出
現
し
に
く
い
状
況
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

で
は
、
伝
統
的
な
三
味
線
・
琴
・
笛
・
太
鼓
な
ど
の
邦
楽
器
の
楽
譜
は
ど
う
な

っ
た
か
。
こ
れ
ら
の
邦
楽
器
で
さ
え
、
西
洋
楽
器
と
同
じ
よ
う
に
、
五
線
譜
や
数

字
譜
で
奏
法
を
覚
え
る
様
式
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。 

た
と
え
ば
、
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
年
）
に
設
置
さ
れ
た
文
部
省
の
音
楽
取

調
掛
で
は
、
五
線
譜
を
用
い
た
記
譜
・
訳
譜
・
採
譜
を
積
極
的
に
試
み
、
明
治
二

一
年
（
一
八
八
八
年
）
に
は
、
五
線
譜
で
記
し
た
『
筝
曲
集
』
を
刊
行
し
て
い
る
。 

最
近
で
も
『
数
字
譜
と
五
線
譜
に
よ
る
改
訂
三
味
線
曲
集
』（
オ
ン
キ
ョ
ウ
パ
ブ

リ
シ
ュ
）、『
五
線
譜
に
よ
る
文
化
琴
入
門
』（
文
化
琴
音
楽
振
興
会
編
）
な
ど
の
譜

本
が
出
さ
れ
て
い
る
。 

擬
音
語
由
来
の
「
唱
歌
」
の
楽
譜
は
、
明
治
以
降
衰
退
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

る
の
だ
。
か
ろ
う
じ
て
、
打
楽
器
の
太
鼓
は
、
五
線
譜
を
使
っ
て
も
、
そ
の
下
に

「
ド
ン
ド
コ
ド
ン
ド
コ
ド
ン
ド
コ
」
と
か
「
ス
ッ
ト
ン
ス
ト
ン
ス
ト
ン
ト
ン
」
な

ど
と
記
さ
れ
て
い
て
（
注
14

）
、「
唱
歌
」
の
系
譜
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
三
味
線
で

も
ま
ず
「
唱
歌
」
で
あ
る
口
三
味
線
か
ら
覚
え
る
こ
と
を
推
奨
し
て
お
り
（
注
15

）
、

「
ド
ン
ツ
ン
ト
ン
ツ
ン
ツ
ン
テ
ン
チ
ン
チ
ン
テ
ー
ン
レ
ン
」
な
ど
と
、
譜
本
に
記

さ
れ
て
い
た
り
す
る
。「
唱
歌
」
の
系
譜
は
、
ま
だ
消
滅
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。 



 

（
一
〇
三
）

し
か
し
、
三
味
線
で
は
、
ギ
タ
ー
の
タ
ブ
譜
の
よ
う
に
、
ど
の
弦
の
ど
の
位
置

を
押
さ
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
音
を
示
す
「
文
化
譜
」
が
出
回
っ
て
お
り
、「
唱
歌
」

の
系
譜
は
風
前
の
灯
火
に
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
邦
楽
器
の
音
を
表
す
擬
音
語

も
、「
唱
歌
」
の
中
の
典
型
的
な
も
の
だ
け
し
か
出
現
し
な
い
。 

た
と
え
ば
、
琴
の
音
。 

平
打
の
銀ぎ

ん

簪か
ん

を
畳
の
上
に
落
し
た
ま
ま
、
貝
合
せ
の
貝
の
裏
が
朱
と
金
と
藍

に
光
る

傍
か
た
わ
ら

に
、
こ
ろ
り
ん
と
掻
き
鳴
ら
し
、
又
こ
ろ
り
ん
と
掻
き
乱
す
。

宗
近
君
の
聴
い
て
い
る
の
は
正
に
こ
の
こ
ろ
り
ん
で
あ
る
。（『
虞
美
人
草
』）
。 

夏
目
漱
石
の
『
虞
美
人
草
』
に
出
て
く
る
。「
こ
ろ
り
ん
」
は
、「
こ
ろ
り
ん
し

ゃ
ん
」
と
と
も
に
、
誰
で
も
琴
の
音
だ
と
分
か
る
ほ
ど
、「
唱
歌
」
の
系
統
を
ひ
く

代
表
的
な
擬
音
語
で
あ
る
。 

ま
た
、
現
代
の
歌
謡
曲
「
三
味
線
旅
が
ら
す
」
に
見
ら
れ
る
「
チ
ン
ト
ン
シ
ャ

ン
」
も
、「
唱
歌
」
の
楽
譜
に
基
づ
く
三
味
線
音
の
定
番
。
こ
う
し
た
典
型
的
な
擬

音
語
だ
け
が
、
化
石
的
に
生
き
残
っ
て
い
る
だ
け
な
の
だ
。 

で
は
、
西
洋
音
楽
の
楽
器
の
音
を
写
す
擬
音
語
は
ど
う
い
う
形
で
出
て
く
る
の

か
。
五
線
譜
や
数
字
譜
に
よ
る
楽
譜
は
、
楽
器
の
音
を
写
す
擬
音
語
の
質
の
変
化

を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
楽
器
ら
し
い
擬
音
語
が
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
次
の
二
つ
の
楽
器
音
は
、
何
の
楽
器
の
音
か
分
か
る
だ
ろ
う
か
。 

① 

ご
う
ご
う
ご
う
ご
う 

 
 

②
ボ
ー
ボ
ー 

「
ご
う
ご
う
ご
う
ご
う
」
は
、
セ
ロ
の
音
。「
ボ
ー
ボ
ー
」
は
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

の
音
。
と
も
に
、
宮
沢
賢
治
の
『
セ
ロ
弾
き
ゴ
ー
シ
ュ
』
に
出
て
く
る
楽
器
の
音

で
あ
る
。
原
文
を
引
用
し
て
お
く
と
次
の
通
り
で
あ
る
。 

・
譜
を
め
く
り
な
が
ら
弾
い
て
は
考
え
考
え
て
は
弾
き
一
生
け
ん
命
し
ま
い
ま

で
行
く
と
ま
た
は
じ
め
か
ら
な
ん
べ
ん
も
な
ん
べ
ん
も
ご
う
ご
う
ご
う
ご

う
ひ
き
つ
づ
け
ま
し
た
。（『
セ
ロ
弾
き
ゴ
ー
シ
ュ
』
角
川
文
庫
） 

・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
も
ボ
ー
ボ
ー
と
そ
れ
に
手
伝
っ
て
い
ま
す
。（『
セ
ロ
弾
き
ゴ

ー
シ
ュ
』
角
川
文
庫
） 

「
唱
歌
」
と
違
っ
て
、
無
機
的
な
五
線
譜
や
数
字
譜
で
覚
え
る
奏
法
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
楽
器
ら
し
い
擬
音
語
が
無
く
な
り
、
ご
く
一
般
的
な
擬
音
語
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。「
ご
う
ご
う
ご
う
ご
う
」「
ボ
ー
ボ
ー
」
と
い
う
擬
音
語
は
、
電
車
の

音
で
も
、
汽
笛
で
も
、
表
せ
る
擬
音
語
で
あ
る
。
そ
し
て
、
背
後
に
「
唱
歌
」
が

な
い
か
ら
、
短
い
。 

ま
た
、
現
代
小
説
か
ら
広
く
用
例
を
採
集
し
た
『
音
の
表
現
辞
典
』（
注
16

）

で
、

楽
器
の
音
を
調
べ
て
み
る
と
、
ギ
タ
ー
の
音
「
ジ
ャ
ン
！
」（
椎
名
誠
『
新
橋
烏
森

口
青
春
篇
』）、
ピ
ア
ノ
の
音
「
ぽ
つ
ん
ぽ
つ
ん
」（
林
芙
美
子
『
浮
雲
』）
が
見
ら

れ
る
。
い
ず
れ
も
、
そ
の
楽
器
特
有
の
擬
音
語
で
は
な
く
、
他
の
音
や
様
子
を
も

表
せ
る
ご
く
普
通
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
で
あ
る
。 

「
唱
歌
」
で
奏
法
や
旋
律
を
学
ん
で
い
た
時
代
で
は
、
三
味
線
な
ら
「
ち
ち
ん

つ
ん
つ
ん 

ち
て
ち
り
つ
ん
」
と
か
「
ち
ん
ち
ん
て
ん
ち
ち
て
つ
と
ん
」
な
ど
と
、

そ
れ
ら
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
擬
音
語
が
あ
っ
た
。
し
か
も
、
い
く
ら
で
も
長
く
続

け
ら
れ
る
。
続
け
よ
う
と
思
え
ば
、
一
曲
の
最
後
ま
で
「
ち
ん
ち
り
つ
ん
ち
ん
…

…
」
と
続
け
ら
れ
る
。 

近
現
代
の
楽
器
の
音
を
写
す
擬
音
語
は
、
江
戸
時
代
に
比
べ
て
少
な
く
な
り
、

か
つ
一
般
的
で
短
い
も
の
に
変
化
し
て
い
る
。
西
洋
音
楽
に
押
さ
れ
て
、「
唱
歌
」

の
系
譜
が
衰
退
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

加
え
て
、
近
現
代
で
は
、
江
戸
時
代
ほ
ど
一
般
人
が
楽
器
の
演
奏
に
参
加
す
る



 

（
一
〇
四
）

こ
と
は
な
い
し
、
街
中
が
生
の
楽
器
の
音
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。

こ
う
し
て
、
明
治
時
代
以
降
で
は
、
楽
器
の
音
を
写
す
擬
音
語
の
出
現
が
減
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。 

 

十
六 

お
わ
り
に 

 

以
上
、
こ
の
稿
で
は
、
江
戸
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
楽
器
の
音
を
写
す
擬
音
語

の
歴
史
を
辿
っ
て
き
た
。
拙
稿
「
楽
器
の
音
を
写
す
擬
音
語
―
古
代
・
中
世
―
」

と
合
わ
せ
る
と
、
奈
良
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
歴
史
的
推
移
を
追
究
し
た
こ
と
に

な
る
。 

こ
の
種
の
研
究
が
皆
無
で
あ
っ
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど
自
力
で
調
査
し
、
考
察
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
考
え
の
足
り
な
い
と
こ
ろ
や
調
査
の
行

き
届
い
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
特
に
狂
言
歌
謡
を
は
じ
め
と
す

る
歌
謡
の
歌
詞
の
意
味
把
握
に
は
悩
ま
さ
れ
た
（
注
17

）
。
し
か
し
、
楽
器
の
音
を
写

す
擬
音
語
の
歴
史
の
大
き
な
流
れ
は
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。 

 

実
は
、
こ
の
考
察
を
始
め
る
前
に
は
、
楽
器
の
音
を
写
す
擬
音
語
が
掛
詞
に
な

っ
た
り
、
話
の
オ
チ
に
ま
で
な
っ
て
活
躍
し
て
い
る
と
は
予
想
だ
に
し
て
い
な
か

っ
た
。
感
情
移
入
し
や
す
い
動
物
の
声
を
写
す
擬
音
語
と
は
違
っ
て
、
物
音
を
写

す
擬
音
語
な
の
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
が
起
こ
り
に
く
い
と
考
え
て
い
た
の
で

あ
る
。 

と
こ
ろ
が
、
調
査
を
す
す
め
る
と
、
予
想
を
裏
切
っ
て
、
江
戸
時
代
で
は
、
楽

器
の
音
を
写
す
擬
音
語
が
、
掛
詞
に
な
っ
た
り
、
話
の
オ
チ
に
な
っ
た
り
し
て
成

果
を
あ
げ
て
い
た
。
目
を
見
張
る
思
い
で
あ
っ
た
。 

江
戸
時
代
は
、
楽
器
音
を
写
す
擬
音
語
の
出
現
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
た
時
代

で
あ
る
。
楽
器
が
大
衆
化
し
て
庶
民
の
手
の
届
く
も
の
と
な
り
、
す
ぐ
に
楽
器
音

を
写
せ
る
「
唱
歌
」
の
楽
譜
を
記
憶
し
て
お
り
、
音
を
写
し
た
く
な
る
よ
う
な
楽

器
音
に
日
常
的
に
接
し
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

ど
の
作
品
を
見
て
も
、
そ
の
楽
器
ら
し
い
擬
音
語
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。「
唱
歌
」

の
楽
譜
を
ふ
ま
え
た
擬
音
語
だ
か
ら
で
あ
る
。「
ち
ち
ん
て
ち
ち
ん
て
ち
ん
ち
り
、

つ
て
つ
ん
ち
ょ
ん
、
ち
り
ち
り
ち
り
ち
り
、
つ
ん
て
ん
」「
ひ
や
り
ひ
や
り
て
れ
つ

く
て
れ
つ
く
す
っ
て
ん
す
っ
て
ん
」
な
ど
と
。 

な
か
で
も
、
太
鼓
の
音
、
三
味
線
の
音
、
笛
と
太
鼓
の
音
を
写
す
擬
音
語
は
、

江
戸
時
代
を
代
表
す
る
楽
器
音
で
あ
っ
た
。 

 

こ
う
し
た
江
戸
時
代
の
楽
器
音
の
隆
盛
の
源
流
は
、
室
町
時
代
の
舞
台
芸
能
・

狂
言
に
あ
っ
た
。
狂
言
で
、
楽
器
の
音
を
写
す
擬
音
語
が
に
わ
か
に
活
躍
し
は
じ

め
た
。
そ
れ
ら
の
擬
音
語
が
、
そ
も
そ
も
「
唱
歌
」
の
楽
譜
を
ふ
ま
え
て
い
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、「
唱
歌
」
の
楽
譜
と
突
き
合
わ
せ
て
み
る
と
、
楽
譜
以
外
に
適

宜
助
詞
を
入
れ
た
り
、
囃
子
言
葉
を
入
れ
た
り
し
て
、
滑
稽
感
が
出
る
よ
う
な
工

夫
を
し
て
い
る
こ
と
が
具
体
的
に
明
ら
か
に
な
っ
て
来
た
。 

明
治
時
代
以
降
に
な
る
と
、
西
洋
音
楽
の
影
響
で
「
唱
歌
」
の
系
譜
は
衰
退
し

た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
楽
器
ら
し
い
擬
音
語
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、
合
わ

せ
て
楽
器
音
を
写
す
擬
音
語
そ
の
も
の
の
出
現
も
減
少
し
た
。
楽
器
音
を
写
す
擬

音
語
は
、
ご
く
一
般
的
な
擬
音
語
に
な
り
、「
ご
う
ご
う
ご
う
ご
う
」「
ボ
ー
ボ
ー
」

な
ど
他
の
物
音
も
写
す
こ
と
の
で
き
る
擬
音
語
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
日
本
古
来

の
音
楽
が
、
西
洋
音
楽
に
交
替
し
て
い
く
様
相
が
こ
う
し
た
楽
器
音
を
写
す
擬
音

語
に
現
れ
て
き
て
い
た
。 

 

一
方
、
平
安
時
代
や
鎌
倉
時
代
の
よ
う
に
、
楽
器
の
音
を
写
す
擬
音
語
が
全
く



 

（
一
〇
五
）

見
ら
れ
な
い
時
代
が
あ
っ
た
。
楽
器
は
た
く
さ
ん
出
て
く
る
の
に
、
そ
の
音
を
写

す
擬
音
語
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
楽
器
音
を
写
す
擬
音
語
の
持
つ
滑
稽
感
や
賑
や

か
さ
が
好
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

特
に
、
鎌
倉
時
代
の
作
品
に
楽
器
音
を
写
す
擬
音
語
が
見
ら
れ
ず
、
平
安
時
代

の
延
長
上
に
あ
る
こ
と
は
面
白
い
現
象
で
あ
る
。
文
化
の
変
化
は
、
政
治
区
分
と

は
ず
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

楽
器
の
音
を
写
す
擬
音
語
の
出
現
の
様
相
と
そ
の
擬
音
語
の
性
質
は
、
そ
の
時

代
の
文
化
の
あ
り
方
を
示
唆
す
る
興
味
深
い
デ
ー
タ
で
あ
る
。 

  

【
注
】 

（
注
１
） 

資
料
に
使
っ
た
本
文
は
、
（ 

）
に
示
し
て
お
い
た
。
「
大
系
」
は
「
日

本
古
典
文
学
大
系
」（
岩
波
書
店
）
、「
全
集
」
は
「
日
本
古
典
文
学
全
集
」

（
小
学
館
）
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
用
例
の
引
用
に
関
し
て
は
、
仮

名
遣
い
を
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
統
一
し
た
。
た
だ
し
、
読
み
や
す
さ
を

考
慮
し
て
促
音
・
拗
音
に
な
る
は
ず
の
箇
所
は
、
そ
の
よ
う
に
改
め
た
。 

（
注
２
） 

山
口
仲
美
「
お
化
け
の
出
る
音
」（『
青
淵
』
八
一
二
号
、
二
〇
一
六
年

一
一
月
） 

（
注
３
） 

高
野
辰
之
『
日
本
歌
謡
集
成
』
巻
六
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
六
〇
年
）

所
収
。 

（
注
４
） 

田
中
優
子
『
江
戸
の
音
』
（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八
八
年
）
の
、
江

戸
時
代
の
三
味
線
音
に
関
す
る
示
唆
に
富
む
発
言
が
参
考
に
な
る
。 

（
注
５
） 

笛
の
「
唱
歌
」
の
楽
譜
か
否
か
の
検
討
は
、
次
の
資
料
を
使
っ
て
行
な

っ
て
い
る
。 

『
い
っ
そ
う
り
ゅ
う

一
噌
流
唱
歌
集
（
上
）
（
下
）
』
（
わ
ん
や
書
店
）
、
『
一
噌
流
笛 

大
倉

流
小
鼓 

高
安
流
大
鼓 

観
世
流
太
鼓 

四
拍
子
手
附
大
成 

第
一
輯

上
』
（
檜
大
瓜
堂
書
店
）
、
『
森
田
流
笛 

幸
流
小
鼓 

葛
野
流
大
鼓 

金
春

流
太
鼓 

四
拍
子
手
附
大
成 

第
一
輯
』
（
檜
大
瓜
堂
書
店
）
、
『

ふ

え笛
な
ら
び
に

并

つ
づ
み
だ
い
し
ょ
う

皷
大
小

た
い
こ

太
鼓

う
ち
あ
ひ
だ
ん

打
合
段
』
（
宮
良
殿
内
文
庫
）
、
『

お
お
べ

し

大
癋
・
渡
り
拍
子
（
森

田
流
笛
唱
歌
）
』
（
檜
書
店
）
、
『
鞨
鼓
（
森
田
流
笛
唱
歌
）
』
（
檜
書
店
）
。 

（
注
６
） 

拙
稿
「
楽
器
の
音
を
写
す
擬
音
語
―
古
代
・
中
世
―
」（『
埼
玉
大
学
紀

要
』
五
二
巻
二
号
）
の
「
十
三
『
と
ろ
ら
』
は
、
尺
八
の
音
で
は
な
い
」

を
参
照
。 

（
注
７
） 

尺
八
の
楽
譜
は
、
指
で
押
さ
え
る
孔
に
よ
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
楽
譜
な

の
で
、
擬
音
語
由
来
の
楽
譜
で
は
な
い
。
し
か
し
、「
唱
歌
」
で
歌
う
と
、

尺
八
の
音
色
の
よ
う
に
思
え
て
く
る
面
を
重
視
し
、
こ
こ
で
は
、
擬
音

語
に
準
じ
る
例
と
し
て
掲
出
し
て
お
く
。 

（
注
８
） 

版
本
で
は
、
「
ふ
ぽ
ぽ
ぽ
」
と
「
ふ
」
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
小
鼓

の
音
は
楽
譜
に
忠
実
な
の
で
、「
ぷ
」
と
半
濁
音
を
打
っ
て
お
い
た
。 

（
注
９
） 

以
下
、『
誹
風
柳
多
留
』
の
例
は
、『
誹
風
柳
多
留
全
集 

新
装
版
』
巻

一
～
巻
一
二
（
三
省
堂
、
一
九
九
九
年
）
に
よ
る
。 

（
注
10
） 

山
口
仲
美
「
古
典
の
擬
音
語
・
擬
態
語
―
掛
詞
式
の
用
法
を
中
心
に
―
」

（『
日
本
語
学
』
五
巻
七
号
、
一
九
八
六
年
七
月
） 

（
注
11
） 
『
邦
楽
百
科
辞
典
』（音
楽
之
友
社
、
一
九
八
四
年
）の
「ふ
譜
」
の
項
参
照
。 

（
注
12
） 

『
作
家
用
語
索
引 

夏
目
漱
石
』
（
第
一
巻
～
第
一
四
巻
、
別
巻
、
教

育
社
、
一
九
八
四
年
～
一
九
八
六
年
）
を
調
査
し
た
。 



 

（
一
〇
六
）

（
注
13
） 

中
曽
根
仁
・
川
又
瑠
璃
子
『
絵
本
の
語
彙
』
（
国
立
国
語
研
究
所
、
一

九
九
四
年
） 

（
注
14
） 
た
と
え
ば
、
『
和
太
鼓
用
シ
ラ
ブ
ル
付 

和
太
鼓
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

導

入
曲
集
』（
エ
ー
・
テ
ィ
ー
・
エ
ヌ
、
二
〇
〇
四
年
） 

（
注
15
） 

『
入
門 
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
き 

三
味
線
の
お
け
い
こ
本
』
（
オ
ン
キ
ョ
ウ
パ

ブ
リ
シ
ュ
、
二
〇
〇
七
年
）
に
は
、「
江
戸
時
代
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と

い
わ
れ
る
口
三
味
線
は
、
曲
を
覚
え
た
り
練
習
用
に
と
て
も
便
利
な
も

の
で
す
。
ぜ
ひ
覚
え
て
下
さ
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

（
注
16
） 

中
村
明
『
音
の
表
現
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
七
年
六
月
） 

（
注
17
） 

江
戸
時
代
の
歌
謡
集
『
松
の
葉
』
の
歌
詞
に
も
悩
ま
さ
れ
た
。
「
忍
び

組
」
に
出
て
く
る
「
て
て
て
て
か
ら
こ
、
し
や
ん
ぎ
し
や
、
か
ん
こ
は

ら
り
つ
い
や
ひ
よ
、
つ
い
や
つ
い
や
つ
や
に
、
ち
ゃ
う
ら
ら
に
や
」
の

部
分
で
あ
る
。
国
学
院
大
学
歌
謡
研
究
会
「
松
の
葉 

三
味
線
組
歌
注

解
」（『
季
刊
邦
楽
』
一
九
号
・
二
一
号
、
一
九
七
九
年
六
月
・
一
二
月
）

の
よ
う
な
試
み
が
盛
ん
に
な
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
望
ん
で
い
る
。 
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